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田
　
中
　
成
　
明

共
通
の
問
題
関
心
と
知
的
地
平

　
一
　
実
践
哲
学
の
復
権
を
め
ざ
し
て
多
彩
な
基
礎
的
研
究
が
な
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
で
も
近
時
と
り
わ
け
め
ざ
ま
し
い
展

開
が
み
ら
れ
る
の
は
、
実
践
的
議
論
・
推
論
の
哲
学
的
研
究
と
正
義
・
平
等
・
自
由
な
ど
を
め
ぐ
る
規
範
的
議
論
で
あ
ろ
う
。
こ
の
二
つ

の
問
題
領
域
は
、
部
分
的
に
重
な
り
あ
い
つ
つ
、
実
践
哲
学
の
復
権
の
成
否
を
左
右
す
る
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
実
践
的
議
論
の
理
論
や
規
範
的
正
義
論
の
最
近
の
展
開
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
裁
判
手
続
、
法
的
議
論
、
権
利
、
人

権
、
手
続
的
正
義
な
い
し
手
続
的
公
正
な
ど
、
法
律
学
の
伝
統
的
な
実
践
や
観
念
に
鰐
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
き
て
お
り
、
哲
学
と
法
律

学
が
相
互
に
他
の
領
域
で
の
論
議
や
実
践
か
ら
学
び
あ
い
う
る
共
通
の
知
的
地
平
が
拡
が
っ
て
き
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

実
践
哲
学
の
復
権
が
、
伝
統
的
な
賢
慮
・
実
践
知
（
9
8
器
ω
陣
。
。
”
胃
民
。
三
冨
）
を
ど
の
よ
う
に
し
て
再
生
さ
せ
る
か
に
か
か
っ
て
お
り
、

法
律
学
の
語
源
が
帥
鼠
ω
宮
巳
窪
爵
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ぽ
、
何
ら
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
哲
学
と
法
律
学
が
、

各
々
の
抽
象
的
・
観
念
的
性
質
と
現
実
的
・
世
俗
的
性
質
の
故
に
、
相
互
に
敬
し
て
遠
ざ
け
あ
っ
て
い
た
こ
と
に
問
題
が
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
哲
学
と
法
律
学
が
疎
遠
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
哲
学
と
法
学
に
ま
た
が
る
競
合
領
域
で
あ
る
法
哲
学
の
従
来
の
視

座
や
姿
勢
に
も
責
任
の
一
端
が
あ
ろ
う
。



　
　
　
通
常
、
法
学
と
雷
え
ぽ
、
民
法
・
刑
法
・
憲
法
な
ど
の
実
定
法
の
解
釈
・
適
用
に
携
わ
る
法
律
学
（
法
解
釈
学
）
を
さ
す
こ
と
が
多
い
。

　
　
こ
れ
は
、
古
代
ロ
ー
マ
以
来
の
長
い
伝
統
を
も
つ
法
律
学
が
、
現
在
で
も
、
法
に
関
す
る
研
究
や
教
育
に
お
い
て
中
心
的
な
位
置
を
占
め

　
　
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
だ
が
、
こ
の
法
律
学
は
、
実
定
法
に
拘
束
さ
れ
る
教
義
学
的
性
質
や
そ
の
専
門
的
議
論
の
秘
儀
的
・
職
人
的
性
質

　
　
な
ど
の
故
に
、
「
権
力
の
侍
女
」
「
パ
ン
の
た
め
の
学
問
」
な
ど
と
蔑
視
さ
れ
、
哲
学
者
の
間
だ
け
で
な
く
一
般
的
に
、
そ
の
学
問
と
し
て

　
　
の
評
価
は
芳
し
く
な
か
っ
た
。

　
　
　
法
哲
学
（
法
理
学
、
法
理
論
）
は
、
こ
の
よ
う
な
法
律
学
を
も
批
判
的
考
察
の
対
象
と
し
、
法
と
法
学
に
関
す
る
基
礎
理
論
的
研
究
を

　
　
そ
の
任
務
と
し
て
い
る
。
古
代
ギ
リ
シ
ア
以
来
、
　
一
九
世
紀
ま
で
は
、
法
の
実
現
す
べ
き
価
値
理
念
や
在
る
べ
き
法
を
探
究
す
る
正
義

　
　
論
・
自
然
法
論
を
中
心
に
、
倫
理
学
・
政
治
哲
学
・
社
会
哲
学
な
ど
と
明
確
に
区
捌
さ
れ
る
こ
と
な
く
発
展
し
て
き
た
。
だ
が
、
壮
大
な

　
　
哲
学
体
系
の
一
環
と
し
て
展
開
さ
れ
た
カ
ン
ト
や
ヘ
ー
ゲ
ル
の
法
哲
学
を
最
後
に
、
～
・
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
法
実
証
主
義
的
な
分
析
法
理

　
　
学
以
降
、
現
に
在
る
実
定
法
を
道
徳
・
政
治
な
ど
か
ら
区
外
し
て
自
立
的
な
シ
ス
テ
ム
と
し
て
と
ら
え
、
そ
の
内
的
構
造
の
分
析
に
専
念

　
　
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
法
学
の
基
礎
部
門
と
し
て
独
立
の
学
問
分
野
た
る
地
位
を
確
立
す
る
方
向
に
進
ん
で
き
た
。
法
哲
学
の
主
た
る
関

　
　
心
が
実
定
法
の
一
般
理
論
や
法
律
学
的
方
法
論
に
向
け
ら
れ
、
哲
学
か
ら
の
専
門
分
化
が
進
む
に
つ
れ
て
、
哲
学
と
法
律
学
と
の
内
的
連

　
　
関
は
次
第
に
失
な
わ
れ
て
き
た
け
れ
ど
も
、
法
哲
学
自
体
に
つ
い
て
は
、
各
時
代
の
主
な
哲
学
学
派
は
法
哲
学
者
の
間
に
も
支
持
者
を
持

　
　
ち
影
響
を
及
ぼ
し
続
け
て
き
た
。
法
哲
学
は
、
哲
学
・
論
理
学
・
科
学
な
ど
の
何
ら
か
の
方
法
論
の
た
ん
な
る
応
用
領
域
で
は
な
く
、
人

　
　
間
的
叡
知
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
築
き
上
げ
ら
れ
て
き
た
法
シ
ス
テ
ム
や
法
律
学
を
そ
の
固
有
の
実
践
形
態
に
ふ
さ
わ
し
い
知
的
地
平
で

　
　
了
解
し
批
判
的
に
考
察
す
べ
き
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
各
時
代
の
法
哲
学
の
支
配
的
視
座
は
い
ず
れ
も
外
部
の
方
法
論
の
動
向
に

　
　
照
準
を
あ
わ
せ
、
伝
統
的
な
法
的
実
践
知
の
内
的
省
察
へ
の
関
心
は
乏
し
か
っ
た
。

　
　
　
実
践
的
議
論
の
理
論
と
規
範
的
正
義
論
の
最
近
の
展
開
は
、
法
哲
学
が
哲
学
と
法
律
学
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
複
眼
的
視
座
で
臨
み
、

畑
適
切
な
媒
介
役
を
果
た
す
な
ら
ぽ
、
両
分
野
の
稔
り
多
い
相
互
交
流
を
促
進
で
き
る
知
的
地
平
を
切
り
ひ
ら
き
つ
つ
あ
軌
哲
学
と
葎
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恥2
　
学
の
相
互
関
係
は
新
た
な
段
階
を
迎
え
た
観
が
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
よ
う
な
哲
学
と
法
律
学
と
が
交
錯
す
る
知
的
地
平
の
見
直
し
は
、

　
　
よ
り
根
本
的
に
は
、
近
代
的
な
知
的
地
平
の
限
界
へ
の
反
省
に
基
づ
い
て
お
り
、
そ
の
問
題
関
心
の
背
景
と
射
程
が
相
当
の
深
さ
と
拡
が

　
　
り
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
見
落
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
　
二
　
近
世
以
降
の
形
式
論
理
学
的
・
実
証
主
義
的
な
知
的
地
平
に
お
い
て
は
、
道
徳
・
政
治
・
法
な
ど
の
実
践
領
域
で
の
価
値
判
断
を

　
　
含
ん
だ
推
論
・
議
論
・
選
択
・
決
定
の
合
理
性
は
疑
問
視
さ
れ
、
学
と
し
て
の
規
範
的
倫
理
学
の
可
能
性
も
否
定
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。

　
　
法
律
学
的
方
法
論
に
お
い
て
も
、
も
つ
ぼ
ら
外
部
の
形
式
論
理
学
的
・
実
証
主
義
的
基
準
に
照
ら
し
て
法
的
推
論
の
合
理
化
や
法
律
学
の

　
　
科
学
化
を
め
ざ
す
方
向
が
基
調
を
成
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
基
調
を
批
判
し
、
法
律
学
・
裁
判
が
古
代
・
中
世
に
レ
ト
リ
ッ
ク
や
ト
ピ

　
　
ク
と
結
び
つ
い
て
作
り
上
げ
た
法
的
議
論
の
様
式
・
技
法
を
現
代
的
に
再
構
成
し
て
承
継
す
べ
き
こ
と
を
い
ち
は
や
く
提
言
し
、
法
律
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
　
的
方
法
論
の
視
座
転
換
を
促
し
た
の
が
、
ド
イ
ツ
の
法
哲
学
者
跳
・
フ
ィ
ー
ヴ
ェ
ク
で
あ
っ
た
。

　
　
　
興
味
深
い
こ
と
は
、
こ
の
フ
ィ
ー
ヴ
ェ
ク
に
少
し
遅
れ
て
、
「
新
レ
ト
リ
ッ
ク
論
」
の
提
唱
者
㎝
・
ペ
レ
ル
マ
ン
、
「
理
由
探
究
的
ア
プ

　
　
ロ
ー
チ
σ
q
o
o
福
屋
p
。
。
・
§
ω
呂
箕
。
毬
げ
」
の
基
礎
を
築
い
た
翫
・
ト
ゥ
ー
ル
ミ
ン
ら
、
実
践
的
議
論
の
哲
学
的
研
究
の
先
駆
者
た
ち
が
、
実

　
　
践
的
推
論
・
議
論
の
合
理
性
基
準
の
モ
デ
ル
を
、
数
学
や
自
然
科
学
に
代
わ
っ
て
、
裁
判
手
続
や
法
廷
弁
論
に
求
め
、
実
践
的
推
論
・
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
　
論
の
制
度
化
さ
れ
た
形
態
と
し
て
の
法
律
学
モ
デ
ル
か
ら
哲
学
・
論
理
学
も
学
ぶ
べ
き
だ
と
説
い
た
こ
と
で
あ
る
。
法
律
学
は
、
法
的
推

　
　
論
の
合
理
性
に
つ
い
て
「
認
識
論
的
劣
等
感
」
に
と
ら
わ
れ
、
外
部
に
合
理
性
基
準
を
求
め
続
け
て
い
た
が
、
他
な
ら
ぬ
そ
の
外
部
か
ら

　
　
「
脚
下
照
顧
」
を
迫
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
実
践
的
議
論
の
合
理
性
に
関
し
て
は
、
公
正
な
手
続
的
条
件
の
も
と
で
の
理
由
づ
け
ら
れ
た
討
議
・
対
話
に
よ
る
合
意
の
形
成
と
い
う

　
　
こ
と
が
、
幾
つ
か
の
潮
流
に
お
い
て
共
通
に
重
視
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
公
正
な
手
続
的
条
件
や
理
由
づ
け
ら
れ
た
議
論
の
ル

　
　
！
ル
の
具
体
的
内
容
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
も
の
の
多
く
は
、
当
事
者
主
義
的
裁
判
手
続
の
基
本
原
理
を
一
般
化
し
再
構
成
し
た
も
の

　
　
と
み
る
こ
と
が
で
き
、
裁
判
手
続
は
実
践
的
議
論
の
合
理
性
基
準
の
哲
学
的
探
究
に
貴
重
な
手
が
か
り
と
示
唆
を
与
え
て
い
る
の
で
あ



　
　
る
。
他
方
、
法
律
学
的
方
法
論
に
お
い
て
も
、
法
的
議
論
・
決
定
の
合
理
性
・
正
当
性
に
つ
い
て
、
実
定
法
に
拘
束
さ
れ
裁
判
手
続
に
従

　
　
わ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
限
り
で
「
鰯
度
化
」
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
基
本
的
に
実
践
的
議
論
一
般
と
同
じ
合
理
性
・
正
当
性
基
準
に
照

　
　
ら
し
て
論
じ
う
る
知
的
地
平
が
切
り
ひ
ら
か
れ
る
こ
と
は
、
法
シ
ス
テ
ム
や
裁
判
手
続
に
お
け
る
実
践
理
性
と
権
威
・
意
志
と
の
相
互
関

　
　
係
に
も
新
た
な
照
明
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
意
義
は
大
き
い
。

　
　
　
正
義
論
に
眼
を
転
じ
る
と
、
こ
の
領
域
で
も
、
一
九
世
紀
以
降
、
実
証
主
義
や
法
実
証
主
義
が
支
配
下
と
な
り
、
さ
ら
に
、
今
世
紀
に

　
　
入
る
と
、
倫
理
学
の
関
心
が
メ
タ
倫
理
学
に
集
中
し
、
正
義
な
ど
に
関
す
る
価
値
判
断
の
客
観
的
妥
当
性
を
否
定
す
る
価
値
相
対
主
義
が

　
　
優
勢
と
な
る
。
そ
の
な
か
で
、
規
範
的
正
義
論
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
嫌
疑
に
さ
ら
さ
れ
沈
滞
を
強
い
ら
れ
て
き
た
。

　
　
　
こ
の
沈
滞
の
突
破
口
と
な
っ
た
の
が
、
個
人
の
多
様
性
と
独
自
性
へ
の
真
剣
な
配
慮
を
欠
く
功
利
主
義
に
と
っ
て
代
わ
る
べ
き
社
会
的

　
　
正
義
論
を
展
開
し
た
～
・
ロ
ー
ル
ズ
『
正
義
論
』
（
欝
乱
ω
”
卜
§
8
遷
ミ
鳶
ミ
§
目
り
謡
）
で
あ
る
。
彼
は
、
少
数
者
の
基
本
的
自
由
を

　
　
損
な
う
こ
と
な
し
に
社
会
経
済
的
弱
者
の
福
祉
の
向
上
を
め
ざ
す
実
質
的
正
義
原
理
を
、
「
原
初
状
態
」
と
い
う
社
会
契
約
説
的
な
理

　
　
論
構
成
で
正
当
化
し
、
権
利
と
効
用
、
自
由
と
平
等
な
ど
の
相
互
関
係
を
め
ぐ
る
そ
の
後
の
規
範
的
正
義
論
の
展
開
を
方
向
づ
け
た
。
現

　
　
代
正
義
論
は
、
個
人
の
権
利
・
人
権
を
究
極
的
価
値
と
す
る
権
利
論
的
正
義
論
と
、
個
人
の
幸
福
・
選
好
の
総
和
（
平
均
値
）
の
最
大
化

　
　
と
か
桂
会
の
一
般
的
福
利
な
ど
の
集
合
的
目
標
を
究
極
的
価
値
と
す
る
目
的
論
的
な
功
利
主
義
的
正
義
論
と
の
対
立
を
基
本
構
図
と
し
て

　
　
い
る
。
だ
が
、
権
利
論
的
正
義
論
の
陣
営
内
で
も
、
何
が
基
本
的
な
権
利
か
を
め
ぐ
っ
て
、
R
・
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
『
権
利
擁
護
論
』

　
　
（
】
）
≦
O
H
犀
一
鵠
℃
　
寄
心
賊
嵩
晦
　
肉
賊
窓
妹
隔
　
い
恥
、
馬
O
袋
笥
N
い
ず
　
μ
⑩
刈
“
）
な
ど
の
よ
う
に
、
「
平
等
へ
の
権
利
」
を
基
礎
と
す
る
平
等
主
義
的
立
場
と
、
R
・
ノ

　
　
ー
ジ
ッ
ク
『
ア
ナ
ー
キ
ー
・
国
家
・
ユ
ー
ト
ピ
ア
』
（
2
。
腎
ぎ
》
蕊
ミ
貸
ξ
》
砺
§
馬
》
§
“
9
愚
賞
H
㊤
課
）
な
ど
の
よ
う
に
、
「
自
由
へ
の
権

　
　
利
」
を
基
礎
と
す
る
自
由
擁
護
的
（
ま
窪
華
華
）
立
場
と
へ
の
両
極
分
解
が
み
ら
れ
、
論
議
は
錯
綜
し
て
い
る
。

　
　
　
こ
の
よ
う
な
現
代
正
義
論
の
問
題
関
心
や
中
心
争
点
は
、
人
権
と
公
共
の
福
祉
、
自
由
権
と
社
会
権
な
ど
に
関
す
る
憲
法
解
釈
論
の
議

m
論
と
大
幅
量
な
り
あ
。
て
い
る
。
そ
し
て
、
哲
学
的
正
義
論
が
葎
学
的
人
権
論
の
議
論
を
深
め
る
手
が
か
り
を
与
え
て
い
る
だ
け
で
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耽2
　
な
く
、
逆
に
、
正
義
原
理
の
社
会
的
制
度
へ
の
適
用
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
は
、
哲
学
的
正
義
論
が
き
め
細
か
な
法
律
学
的
議
論
か

　
　
ら
学
ぶ
べ
き
事
柄
が
少
な
く
な
い
。
と
く
に
後
者
に
関
し
て
、
平
等
の
実
現
に
お
い
て
公
権
力
が
個
人
の
自
由
を
強
制
的
に
制
約
で
き
る

　
　
範
囲
を
限
定
す
る
た
め
に
、
法
的
そ
の
他
の
一
定
の
ル
ー
ル
・
手
続
に
準
拠
し
て
い
る
限
り
そ
の
結
果
を
正
し
い
も
の
と
み
る
考
え
方
が
、

　
　
そ
の
適
用
領
域
に
つ
い
て
は
見
解
が
分
か
れ
る
が
、
ロ
ー
ル
ズ
、
ノ
ー
ジ
ッ
タ
、
F
・
A
・
ハ
イ
エ
ク
ら
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
こ
と
が

　
　
　
　
　
（
3
）

　
　
注
目
さ
れ
る
。
正
義
原
理
の
社
会
的
捌
度
へ
の
適
用
だ
け
で
な
く
、
実
質
的
正
義
原
理
自
体
の
正
当
化
に
関
し
て
も
、
手
続
的
正
義
の
観

　
　
念
に
重
要
な
位
置
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
手
続
的
正
義
に
つ
い
て
も
、
実
践
的
議
論
の
合
理
性
基
準
の
適
合

　
　
と
同
様
、
当
事
者
主
義
的
裁
判
手
続
が
そ
の
典
型
的
な
モ
デ
ル
と
さ
れ
て
お
り
、
手
続
的
正
義
に
関
す
る
哲
学
的
議
論
と
法
律
学
的
訴
訟

　
　
理
論
と
の
間
に
は
顕
著
な
対
応
関
係
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
以
上
の
よ
う
に
、
哲
学
と
法
律
学
と
が
実
践
哲
学
的
地
平
で
共
通
の
課
題
に
取
り
組
む
交
錯
領
域
が
拡
が
っ
て
き
て
い
る
こ
と
は
、
両

　
　
学
問
分
野
に
と
っ
て
基
本
的
に
歓
迎
す
べ
き
傾
向
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
哲
学
と
法
律
学
の
間
に
は
、
そ
の
任
務
や
考
察
の
対
象
・
方
法
な

　
　
ど
に
重
要
な
相
違
も
あ
り
、
他
の
分
野
の
実
践
や
論
議
か
ら
学
び
あ
う
場
合
に
は
こ
の
点
へ
の
配
慮
が
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
、
学
と
し

　
　
て
の
実
践
哲
学
の
可
能
性
自
体
に
否
定
的
な
い
し
懐
疑
的
な
立
場
も
根
強
く
存
在
す
る
現
代
の
知
的
状
況
の
な
か
で
、
神
な
ら
ぬ
人
間
の

　
　
実
践
理
性
の
限
界
に
い
か
に
対
処
す
る
か
と
い
う
問
題
を
も
つ
ね
に
視
野
に
収
め
て
お
か
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
本
稿
で
は
、
と
く
に
こ

　
　
れ
ら
の
点
に
留
意
し
つ
つ
、
以
上
で
素
描
し
た
最
近
の
動
向
を
、
対
話
的
合
理
性
基
準
と
反
功
利
主
義
的
な
権
利
論
的
正
義
論
に
与
す
る

　
　
立
場
か
ら
私
な
り
に
整
理
・
検
討
し
、
実
践
哲
学
の
復
権
の
一
側
面
を
浮
き
彫
り
に
し
て
み
た
い
。

（
1
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1
三
輪
正
野
『
説
得
の
論
理
学
』
、
ま
た
し
0
8
喜
2
↓
。
巳
巨
P
臼
ぎ
雰
巨
鳥
、
毎
謎
§
N
§
、
（
お
㎝
G
。
ソ
ω
梓
・
↓
O
巳
巳
詳
閥
・
困
一
〇
溶
窪
餓
》
・

　
旨
碧
一
ぎ
専
N
§
疑
。
§
ら
職
§
き
沁
魯
乙
ミ
醤
鱗
（
お
『
Φ
）
な
ど
参
照
。

（
3
）
　
三
者
の
見
解
の
異
間
に
つ
い
て
は
、
乞
。
「
ヨ
鎚
即
ゆ
昌
々
ざ
ξ
寒
”
賜
恥
0
9
嵩
N
幽
嵩
匙
吋
ら
。
嵩
。
ミ
腎
き
靴
象
。
箒
書
（
国
⑩
間
ゆ
）
堕
。
『
刈
を
参
照
。

二
　
対
話
的
合
理
性
と
法
的
議
論

　
　
　
一
　
実
践
的
議
論
の
理
論
や
規
範
的
正
義
論
に
対
し
て
法
律
学
や
法
的
実
践
の
内
部
で
正
当
な
位
置
づ
け
が
与
え
ら
れ
る
か
否
か
は
、

　
　
法
そ
の
も
の
が
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
ら
れ
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。

　
　
　
例
え
ば
、
理
性
と
意
志
、
真
理
と
権
威
と
を
対
置
し
、
「
真
理
で
は
な
く
権
威
が
法
を
創
る
》
巳
8
葺
効
9
昌
8
〈
Φ
蜂
。
。
。
雷
。
同
二
Φ
ひ
q
①
ヨ
」

　
　
と
す
る
ホ
ッ
ブ
ズ
の
決
断
主
義
的
・
法
実
証
主
義
的
立
場
と
か
、
理
性
と
意
志
、
学
と
力
と
を
対
置
し
、
「
何
が
正
し
い
か
を
何
人
も
確

　
　
認
で
き
な
い
と
す
れ
ば
、
何
人
か
が
何
が
法
で
あ
る
べ
き
か
を
確
定
す
る
こ
と
を
要
す
る
」
と
説
く
G
・
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
の
価
値
相
対
主

　
　
義
的
立
場
な
ど
に
お
い
て
は
、
法
シ
ス
テ
ム
の
存
立
と
作
動
は
主
と
し
て
意
志
・
権
威
・
力
に
委
ね
ら
れ
、
理
性
・
真
理
・
学
の
働
く
余

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
　
地
は
著
し
く
限
ら
れ
た
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
れ
ら
の
立
場
で
は
、
法
シ
ス
テ
ム
や
法
的
議
論
の
道
徳
や
政
治
か
ら
の
自
立
性

　
　
が
強
調
さ
れ
る
た
め
、
法
的
議
論
を
実
践
的
議
論
の
特
殊
事
例
と
と
ら
え
、
規
範
的
正
義
論
と
基
本
的
に
同
じ
知
的
営
為
と
位
置
づ
け
る

　
　
視
座
自
体
が
閉
ざ
さ
れ
て
し
ま
い
が
ち
で
あ
る
。
だ
が
、
理
性
・
真
理
・
学
と
意
志
・
権
威
・
力
と
の
単
純
な
二
分
法
的
紺
置
は
は
た
し

　
　
て
適
切
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
法
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
は
前
者
は
後
者
に
対
し
て
従
属
的
な
位
置
し
か
占
め
て
い
な
い
の
で
あ
ろ
う

　
　
か
。

　
　
　
ホ
ッ
ブ
ズ
と
同
様
、
法
を
主
権
者
の
命
令
と
み
た
べ
ソ
サ
ム
や
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
以
降
、
ご
く
最
近
ま
で
、
法
を
国
家
権
力
が
強
制
的
サ

　
　
ン
ク
シ
ョ
ソ
を
バ
ッ
ク
に
人
び
と
の
行
動
を
規
制
す
る
命
令
シ
ス
テ
ム
と
と
ら
え
る
見
方
が
支
配
的
で
あ
っ
た
。
裁
判
に
つ
い
て
も
、
裁

認
判
官
が
法
を
有
壁
暴
釈
．
適
用
し
鶉
的
サ
。
。
シ
．
ン
の
発
動
に
関
し
護
終
的
な
拘
束
力
あ
る
決
定
を
下
す
震
を
も
つ
と
い

2　
　
　
　
　
　
哲
学
と
法
律
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三



　
　
　
　
　
　
哲
学
研
究
　
第
五
百
五
十
四
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四

7421

@
う
側
面
が
重
視
さ
れ
て
き
た
。
た
し
か
に
、
法
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
は
、
刑
法
や
刑
事
訴
訟
法
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
刑
罰
な
ど
の
強

　
　
綱
的
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
を
規
定
し
て
人
び
と
に
一
定
の
義
務
を
課
し
た
り
、
国
家
の
強
欄
権
力
行
使
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や
正
当
化
に
関
わ
っ

　
　
た
り
す
る
規
範
が
不
可
欠
の
構
成
部
分
と
し
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
お
り
、
法
シ
ス
テ
ム
が
全
体
と
し
て
強
輪
帯
・
権
力
的
な
性
質
を

　
　
も
っ
こ
と
は
否
定
し
が
た
い
。

　
　
　
け
れ
ど
も
、
法
シ
ス
テ
ム
に
は
、
人
権
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
の
権
利
を
保
障
し
た
り
契
約
な
ど
を
有
効
に
結
ぶ
方
式
を
定
め
た
り
す

　
　
る
諸
々
の
権
能
附
与
規
範
も
含
ま
れ
て
い
る
。
法
シ
ス
テ
ム
は
、
た
ん
に
人
び
と
の
行
動
を
制
限
す
る
た
め
に
で
は
な
く
、
人
び
と
が
各

　
　
人
各
様
の
善
き
生
き
方
を
円
滑
に
営
む
こ
と
を
促
進
し
援
助
す
る
た
め
に
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
法
シ
ス
テ
ム
の
多
様
な
機
能
の
な
か
で

　
　
第
一
次
的
な
位
置
を
占
め
て
い
る
の
は
、
人
び
と
が
憲
法
・
法
律
・
判
例
な
ど
の
法
的
規
準
に
自
主
的
に
準
拠
し
て
、
行
動
を
自
己
規
律

　
　
し
相
互
の
利
害
調
整
や
紛
争
解
決
を
行
な
う
た
め
の
枠
組
と
指
針
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
。
法
シ
ス
テ
ム
の
日
常
的
な
作
動
を
支
え
て

　
　
い
る
の
は
、
法
的
規
準
を
ト
ポ
ス
と
す
る
理
性
的
議
論
に
よ
る
相
互
主
体
的
な
言
語
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
強
制
的
サ
ン
タ

　
　
シ
ョ
ン
は
、
そ
れ
を
外
面
的
に
保
障
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
犯
罪
や
不
法
行
為
な
ど
に
よ
っ
て
そ
の
円
滑
な
作
動
に
支
障
が
生
じ
た

　
　
非
B
常
的
な
状
況
で
は
じ
め
て
現
実
に
発
動
さ
れ
る
第
二
次
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
法
シ
ス
テ
ム
の
本
領
は
、
こ
の
よ
う
な
自
律
的
行
動
や
相
互
主
体
的
議
論
が
準
拠
す
べ
き
共
通
の
適
切
な
理
由
と
公
正
な
手
続
を
規
定

　
　
す
る
こ
と
で
あ
り
、
い
き
な
り
強
制
的
・
権
力
的
な
命
令
に
よ
っ
て
一
方
的
に
行
動
を
方
向
づ
け
た
り
議
論
に
決
着
を
つ
け
た
り
す
る
こ

　
　
と
で
は
な
い
。
安
定
し
た
法
シ
ス
テ
ム
の
も
と
で
は
、
法
的
な
理
由
と
手
続
に
準
拠
し
た
議
論
や
決
定
が
、
強
度
的
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
か
ら

　
　
次
第
に
切
り
離
さ
れ
て
自
立
化
し
、
そ
の
手
続
過
程
が
独
自
に
そ
れ
だ
け
で
機
能
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
国

　
　
家
権
力
に
よ
る
強
制
的
サ
ン
ク
シ
ョ
ソ
の
現
実
の
発
動
も
、
こ
の
よ
う
な
理
由
と
手
続
に
準
拠
し
た
議
論
・
決
定
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ

　
　
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
、
法
シ
ス
テ
ム
の
規
範
的
特
質
は
、
強
制
的
・
権
力
的
な
命
令
シ
ス
テ
ム
で
は
な
く
、
行
動
や
議
論
の
適

　
　
切
な
理
由
と
公
正
な
手
続
の
シ
ス
テ
ム
と
い
う
次
元
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
規
範
的
特
質
に
対
応
し
た
知



　
　
的
地
平
を
法
的
空
間
の
な
か
に
正
当
に
位
置
づ
け
る
た
め
に
は
、
法
シ
ス
テ
ム
を
、
各
人
各
様
に
善
き
生
ぎ
方
を
営
む
人
び
と
が
共
通
の

　
　
理
由
と
手
続
に
準
拠
し
た
理
性
的
な
議
論
に
よ
っ
て
行
動
を
調
整
し
あ
う
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
と
ら
え
、
各
種
の
法
的
決
定
過
程
に
利
害

　
　
関
係
者
が
主
体
的
に
参
加
し
各
々
の
主
張
の
正
当
性
を
議
論
し
あ
う
公
正
な
状
況
を
制
度
的
に
保
障
す
る
よ
う
な
法
の
見
方
を
理
論
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
　
構
築
し
基
礎
づ
け
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
こ
の
よ
う
な
法
の
見
方
が
次
第
に
地
歩
を
か
た
め
つ
つ
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
展
開
と
も
呼
応
し
て
、
そ
れ
に
樟
さ
す
有
力
な
理
論
的

　
　
基
礎
を
提
供
し
て
い
る
の
が
、
実
践
的
議
論
の
理
論
や
規
範
的
正
義
論
に
他
な
ら
な
い
。

　
　
　
二
　
実
践
的
議
論
に
関
す
る
対
話
的
合
理
性
基
準
の
基
本
的
な
特
徴
は
、
基
礎
的
な
背
景
的
合
意
に
依
拠
し
つ
つ
公
正
な
手
続
に
従
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
　
た
討
議
・
対
話
な
ど
の
議
論
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
た
理
性
的
な
合
意
を
核
心
的
な
合
理
性
基
準
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
ま
ず
、
基
本
的
な
立
場
と
し
て
、
合
理
性
基
準
が
議
論
領
域
（
訪
Φ
鉱
。
h
帥
嚴
・
ヨ
①
無
）
　
に
応
じ
て
異
な
る
こ
と
を
認
め
、
各
議
論
領
域

　
　
は
、
そ
の
存
立
目
的
や
そ
こ
で
の
議
論
の
機
能
と
相
関
的
に
規
定
さ
れ
る
固
有
の
自
立
的
・
実
質
的
な
合
理
性
基
準
を
も
つ
と
考
え
る
。

　
　
実
践
的
議
論
の
合
理
性
は
、
　
一
定
の
規
範
的
言
明
の
正
当
性
に
つ
い
て
適
切
な
理
由
（
㈹
。
＆
婦
＄
。
。
。
奮
）
を
提
示
し
批
判
・
熟
慮
し
あ
え

　
　
る
可
能
性
に
か
か
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
適
切
な
理
由
の
範
囲
や
そ
の
優
劣
・
強
弱
な
ど
は
、
各
議
論
領
域
の
「
共
通
観
点
」
に
即
し
て

　
　
措
定
な
い
し
制
度
化
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
共
通
観
点
を
誠
実
に
受
け
容
れ
て
内
的
観
点
に
立
つ
人
び
と
の
間
で
の
み
、
適
切
な
理
由
を
め

　
　
ぐ
る
理
性
的
な
討
議
・
対
話
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
対
話
的
合
理
性
基
準
の
中
心
的
な
問
．
題
は
、
こ
の
よ
う
な
理
性
的
な
討
議
・
対
話
を
可
能
と
す
る
理
想
的
な
議
論
状
況
の
一
般
的
存
立

　
　
条
件
を
ど
の
よ
う
に
規
定
す
る
か
で
あ
る
。
ま
ず
、
議
論
参
加
者
が
各
々
独
自
の
人
生
目
標
・
利
害
関
心
を
も
ち
自
律
的
決
定
能
力
・
責

　
　
任
能
力
の
あ
る
人
格
と
し
て
相
互
に
承
認
・
尊
重
し
あ
う
こ
と
と
、
相
互
討
議
・
対
話
に
お
い
て
互
換
的
・
対
称
的
関
係
に
立
ち
、
　
一
切

　
　
の
強
制
の
排
除
さ
れ
た
状
況
で
議
論
に
自
由
か
つ
平
等
に
参
加
す
る
機
会
が
各
議
論
主
体
に
対
し
て
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
、
そ
も
そ

恥
も
相
互
主
体
的
『
．
ミ
ュ
。
ケ
↓
．
ソ
を
可
聾
す
る
最
も
叢
的
な
前
提
舞
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
討
議
．
対
話
の
共
通
の
前
提
と
な
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三
六

る
対
象
・
主
題
を
画
定
す
る
条
件
も
不
可
欠
で
あ
る
。
各
議
論
領
域
ご
と
に
、
正
当
化
の
必
要
の
な
い
原
理
・
緬
値
が
規
定
さ
れ
、
議
論

の
対
象
が
限
定
さ
れ
て
お
り
、
様
々
の
理
由
の
正
当
化
理
由
と
し
て
の
関
連
性
と
か
、
関
連
の
あ
る
理
由
相
互
の
優
劣
・
強
弱
な
ど
に
つ

い
て
の
基
本
的
な
相
互
了
解
が
議
論
参
加
者
の
間
で
背
景
的
合
意
と
し
て
成
立
し
て
い
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。

　
実
践
的
議
論
は
、
こ
れ
ら
の
前
提
条
件
が
充
た
さ
れ
た
状
況
の
も
と
で
、
各
議
論
主
体
の
規
範
的
言
明
の
正
当
性
に
つ
い
て
、
主
張
・

基
礎
づ
け
な
ど
に
関
す
る
平
等
な
責
任
分
担
の
ル
ー
ル
に
従
っ
た
討
議
・
対
話
に
よ
る
吟
味
を
加
え
つ
つ
、
す
べ
て
の
人
び
と
に
共
通
観

点
に
照
ら
し
て
適
切
な
理
由
と
し
て
承
認
す
べ
き
こ
と
を
要
求
で
き
る
と
い
う
意
味
で
、
基
礎
づ
け
ら
れ
た
理
性
的
な
合
意
の
形
成
を
め

ざ
し
て
遂
行
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
理
性
的
な
合
意
は
、
合
意
の
内
容
を
な
す
個
々
の
判
断
が
、
相
互
に
関
連
し
あ
う
諸
判
断
の
基
礎

に
あ
る
原
理
と
整
合
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
「
原
理
整
合
性
」
と
、
重
要
な
関
連
の
あ
る
属
性
に
お
い
て
同
一
類
型
の
事
例
に

普
遍
的
に
適
用
可
能
な
一
般
的
理
由
に
基
づ
い
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
「
普
遍
化
可
能
性
」
と
い
う
二
つ
の
条
件
を
充
た
し
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
対
話
的
合
理
性
基
準
は
、
規
範
的
言
明
の
正
当
化
に
つ
い
て
、
既
存
の
一
般
的
な
原
理
・
価
値
や
そ
れ
ら
の
体
系
と
の
合

致
と
い
う
、
非
状
況
的
な
意
味
論
・
構
文
論
次
元
よ
り
も
、
　
一
定
の
状
況
の
も
と
で
の
相
互
主
体
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
合
意

の
形
成
と
い
う
、
状
況
的
な
実
用
論
次
元
を
重
視
す
る
。
従
っ
て
、
規
範
的
言
明
の
合
理
的
な
正
当
化
が
可
能
で
あ
る
た
め
に
は
、
議
論

の
共
通
の
前
提
と
な
る
一
般
的
原
理
・
価
値
を
規
定
す
る
実
質
的
規
準
に
つ
い
て
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ら
の
原
理
・
価
値
の
意
味
内
容
を

個
々
の
状
況
で
確
定
し
た
り
そ
れ
に
基
づ
い
て
正
当
化
し
た
り
す
る
議
論
が
、
既
述
の
よ
う
な
理
想
的
な
状
況
で
遂
行
さ
れ
る
こ
と
を
保

障
す
る
手
続
的
条
件
に
つ
い
て
も
、
議
論
参
加
網
間
に
基
礎
的
な
背
黒
的
合
意
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
実
用
論
次
元
を

も
視
野
に
収
め
た
対
話
的
合
理
性
基
準
に
お
い
て
は
、
理
想
的
な
議
論
状
況
を
保
障
す
る
公
正
な
手
続
的
条
件
の
規
定
と
そ
の
充
足
に
よ

っ
て
、
議
論
の
手
続
過
程
自
体
の
合
理
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
、
手
続
的
正
義
な
い
し
手
続
的
公
正
の
観
念
が
重
要
な
位
置
を

占
め
て
い
る
。



　
　
　
実
践
的
議
論
の
合
理
性
・
正
当
性
基
準
全
体
の
な
か
で
、
手
続
的
条
件
の
充
足
と
実
質
的
規
準
と
の
合
致
と
い
う
二
側
面
の
相
互
関
係

　
　
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
る
か
、
ま
た
、
手
続
の
公
正
に
関
す
る
諸
条
件
を
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
構
成
す
る
か
な
ど
に
つ
い
て
は
、
真
理

　
　
論
や
正
義
論
と
も
か
ら
み
あ
っ
て
、
か
な
り
根
本
的
な
見
解
の
対
立
が
み
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
対
話
的
合
理
性
基
準
は
、
結
果
の
内
容

　
　
的
正
当
性
の
問
題
を
全
面
的
に
手
続
的
条
件
の
充
足
の
問
題
に
転
換
す
る
も
の
で
は
な
く
、
自
律
的
な
議
論
主
体
の
相
互
了
解
志
向
的
コ

　
　
、
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
手
続
の
問
題
と
内
容
の
問
題
と
を
動
態
的
に
統
合
し
よ
う
と
す
る
立
場
に
立
っ
て
い
る
こ
と
だ
け
を
述

　
　
べ
る
に
と
ど
め
、
そ
の
含
意
に
つ
い
て
は
後
ほ
ど
関
連
問
題
ご
と
に
個
別
的
に
敷
濡
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
　
　
三
　
対
話
的
合
理
性
基
準
は
、
道
徳
・
政
治
・
法
な
ど
の
領
域
に
お
け
る
現
実
の
実
践
的
議
論
に
対
し
て
そ
の
理
想
的
形
態
と
規
制
原

　
　
理
を
提
示
し
、
で
き
る
だ
け
理
想
的
な
状
況
で
議
論
が
遂
行
さ
れ
る
よ
う
に
、
各
議
論
領
域
の
共
通
観
点
に
即
し
て
実
質
的
規
準
と
手
続

　
　
的
条
件
を
「
制
度
化
」
し
、
議
論
を
理
性
的
に
構
造
化
す
る
こ
と
を
要
請
す
る
。

　
　
　
法
的
議
論
を
一
般
的
な
実
践
的
議
論
の
特
殊
事
例
と
と
ら
え
、
対
話
的
舎
理
性
基
準
を
一
般
的
な
基
礎
と
し
て
法
的
議
論
独
特
の
合
理

　
　
性
・
正
当
性
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
法
的
議
論
の
特
殊
性
は
そ
の
「
制
度
化
」
の
形
態
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
法
的

　
　
制
度
化
の
形
態
自
体
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
、
法
的
議
論
・
決
定
の
正
当
性
の
実
質
的
規
準
と
し
て
実
定
法
が
存
在
し
て
お
り
、
実
定

　
　
法
の
正
当
性
自
体
は
原
則
と
し
て
疑
問
・
批
判
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
な
く
法
的
議
論
・
決
定
の
権
威
的
前
提
と
さ
れ
、
法
的
正
当
性
は
こ

　
　
の
実
定
法
の
枠
内
で
追
求
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
理
性
的
な
法
的
議
論
・
決
定
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
裁
判
手
続
が

　
　
あ
り
、
法
的
な
意
見
の
不
一
致
・
対
立
は
最
終
的
に
は
そ
の
手
続
に
の
っ
と
っ
て
裁
判
官
の
権
威
的
な
拘
束
力
あ
る
判
決
に
よ
っ
て
解
決

　
　
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
と
い
う
、
実
質
的
規
準
と
手
続
的
条
件
の
二
側
面
か
ら
理
解
す
る
の
が
適
切
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
問
題
は
、
こ
の
よ
う
な
制
度
化
の
存
在
理
由
や
特
質
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
る
か
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
実
定
法
や
裁
判
官
の
「
権

　
　
威
」
は
、
実
践
的
議
論
一
般
と
法
的
議
論
と
の
最
も
重
要
な
相
違
と
み
ら
れ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ら
の
権
威
を
、
た
ん
な
る
権
力

卿
や
鶉
と
無
視
す
る
馨
易
論
の
．
、
と
、
理
性
と
出
．
玉
響
と
権
威
と
い
う
轟
な
二
分
法
的
対
置
に
従
。
て
、
立
法
者
義
盗

2　
　
　
　
　
　
哲
学
と
法
律
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七



2178

　
　
　
　
哲
学
研
究
第
五
百
五
十
四
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
八

官
の
意
志
に
白
紙
委
任
的
裁
量
を
認
め
、
そ
の
内
容
や
決
定
に
つ
い
て
一
切
の
批
判
・
疑
問
を
許
さ
な
い
も
の
と
理
解
す
る
場
合
に
も
、

実
践
的
議
論
と
法
的
議
論
に
共
通
す
る
実
践
理
性
の
作
用
や
合
理
性
・
正
当
性
基
準
を
論
じ
る
知
的
地
平
自
体
が
閉
ざ
さ
れ
て
し
ま
う
。

そ
れ
故
、
実
定
法
や
裁
判
官
の
権
威
を
対
話
的
合
理
性
基
準
と
ど
の
よ
う
に
整
合
的
に
位
置
づ
け
る
か
と
い
う
こ
と
が
重
要
な
法
理
論
的

課
題
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
ま
ず
、
法
的
議
論
と
一
般
的
な
実
践
的
議
論
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
前
者
が
後
者
の
一
特
殊
事
例
だ
と
い
う
こ
と
は
、
法
的
議
論
が
そ

れ
固
有
の
「
法
的
観
点
」
に
即
し
て
糊
度
化
さ
れ
、
実
定
法
に
拘
束
さ
れ
裁
判
手
続
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
限
り
で
特
殊
性
を
も
つ

け
れ
ど
も
、
基
本
的
に
は
、
そ
の
規
範
的
言
明
の
正
当
化
や
合
理
性
基
準
に
つ
い
て
、
対
話
的
合
理
性
基
準
を
共
通
の
一
般
的
基
礎
と
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
法
的
議
論
は
、
実
践
的
議
論
一
般
の
合
理
性
基
準
と
法
的
議
論
固
有
の
合
理
性
基
準
の
双
方
に

対
し
て
い
わ
ぽ
「
二
重
の
忠
誠
」
を
誓
う
立
場
に
あ
る
。
だ
が
、
法
的
議
論
の
一
般
的
な
実
践
的
議
論
に
澱
す
る
依
存
性
と
自
立
性
、
連

続
面
と
断
絶
面
は
、
か
な
り
込
み
入
っ
て
お
り
、
た
ん
に
一
方
が
他
方
に
紺
し
て
従
属
的
な
い
し
附
加
的
な
関
係
に
立
つ
の
で
は
な
く
、

全
体
と
し
て
統
合
的
な
い
し
共
生
的
な
相
補
的
関
係
に
立
つ
と
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
法
的
議
論
お
よ
び
そ
れ
を
構
造
化
す
る
法
シ
ス
テ
ム
や
裁
判
手
続
は
、
基
本
的
に
実
践
的
議
論
一
般
と
同
様
、
規
範
的
正
当
性
を
め
ぐ

る
現
実
の
議
論
・
決
定
が
、
強
制
・
権
力
や
恣
意
専
断
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
】
方
的
な
結
論
を
押
し
つ
け
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
で
き
る
だ

け
対
話
的
合
理
性
基
準
に
適
合
し
た
形
態
で
遂
行
さ
れ
る
状
況
を
確
保
・
実
現
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
法
的
議

論
と
法
シ
ス
テ
ム
・
裁
判
手
続
は
、
一
般
的
な
実
践
的
議
論
の
「
不
確
定
性
」
と
い
う
限
界
に
対
処
す
る
と
こ
ろ
に
そ
の
固
有
の
粒
会
的

存
在
理
由
を
も
っ
て
い
る
。
規
範
的
正
当
性
を
め
ぐ
る
議
論
に
つ
い
て
一
定
の
期
間
内
に
何
ら
か
の
決
定
が
社
会
的
に
必
要
な
場
合
に
、

完
全
に
自
由
な
実
践
哲
学
的
議
論
に
委
ね
て
お
い
た
の
で
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
対
話
的
合
理
性
基
準
の
諸
条
件
が
す
べ
て
充
た
さ
れ
て

も
、
必
ず
し
も
一
定
の
具
体
的
な
結
論
が
確
実
に
導
き
出
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
ま
た
、
議
論
の
共
通
の
出
発
点
・
対
象
・
手
順
な
ど

の
欠
如
な
い
し
不
明
確
の
た
め
に
、
争
点
が
絞
れ
ず
議
論
も
か
み
あ
わ
ず
、
理
性
的
な
議
論
自
体
が
成
り
立
た
な
か
っ
た
り
、
意
見
の
不



　
　
一
致
を
議
論
に
よ
っ
て
調
整
し
て
何
ら
か
の
結
論
に
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
。
権
利
侵
害
に
対
す
る
損
害
賠
償
に
よ
る

　
　
救
済
と
か
犯
罪
に
対
す
る
刑
罰
に
よ
る
上
裁
な
ど
、
社
会
的
に
重
要
な
一
定
問
題
に
関
す
る
議
論
・
決
定
に
つ
い
て
、
法
シ
ス
テ
ム
が
、

　
　
実
定
法
を
そ
の
権
威
的
前
提
と
し
て
規
定
し
、
裁
判
手
続
に
従
っ
て
最
終
的
に
裁
判
官
の
判
決
に
よ
っ
て
決
着
を
つ
け
る
と
い
う
形
態
で

　
　
構
造
化
し
、
道
徳
的
・
政
治
的
な
ど
の
議
論
か
ら
相
対
的
に
自
立
し
た
議
論
領
域
と
し
て
欄
度
化
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
実
践
的

　
　
議
論
一
般
の
不
確
定
性
に
対
処
す
る
た
め
で
あ
る
。

　
　
　
こ
の
よ
う
に
、
法
的
議
論
は
、
実
定
法
に
拘
束
さ
れ
裁
判
手
続
に
従
っ
て
遂
行
さ
れ
る
限
り
に
お
い
て
、
一
般
的
な
実
践
的
議
論
と
同

　
　
一
の
も
の
で
も
、
そ
れ
に
還
発
可
能
な
も
の
で
も
な
く
、
両
議
論
の
合
理
性
・
正
当
性
基
準
が
対
立
緊
張
関
係
に
立
つ
こ
と
も
あ
る
。
よ

　
　
く
「
法
律
論
」
と
「
常
識
論
」
、
「
解
釈
論
」
と
「
政
策
論
」
と
が
対
置
さ
れ
、
常
識
的
あ
る
い
は
立
法
政
策
的
に
み
て
正
し
い
と
多
く
の

　
　
人
び
と
の
正
義
・
衝
平
感
覚
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
て
い
て
も
、
実
定
法
の
規
定
と
矛
盾
し
た
り
裁
判
に
よ
る
司
法
的
救
済
に
な
じ
ま
な
か

　
　
つ
た
り
し
て
、
法
律
論
・
解
釈
論
と
し
て
は
無
理
だ
と
斥
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
の
は
、
こ
の
こ
と
に
よ
る
。

　
　
　
だ
が
、
実
定
法
も
裁
判
手
続
も
、
決
し
て
実
践
的
議
論
一
般
の
対
話
的
合
理
性
基
準
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
そ
れ
を

　
　
一
般
的
基
礎
と
し
て
、
法
的
観
点
か
ら
よ
り
具
体
的
に
済
度
化
し
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
実
定
法
や
裁
判
官
の

　
　
権
威
は
、
そ
の
内
容
や
決
定
に
つ
い
て
一
切
の
理
性
的
な
批
判
や
吟
味
を
排
除
し
て
、
も
っ
ぱ
ら
国
家
権
力
を
バ
ッ
ク
に
強
捌
的
実
現
を

　
　
確
保
す
る
た
め
の
も
の
と
み
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
権
威
は
、
意
志
や
権
力
に
全
権
委
任
を
与
え
る
も
の
で
は
な
く
、
C
・

　
　
ブ
リ
！
ド
リ
ッ
ヒ
の
言
切
茱
を
借
り
れ
ば
、
そ
の
内
容
や
決
定
に
つ
い
て
「
理
由
づ
け
ら
れ
た
丹
念
な
説
明
（
目
①
田
ω
O
づ
Φ
島
　
O
｝
勉
げ
O
『
P
け
一
〇
口
）
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
　
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
な
い
う
る
能
力
」
に
基
づ
い
て
お
り
、
理
性
と
緊
密
に
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
権
威
は
、
た
し

　
　
か
に
、
意
志
や
権
力
に
支
え
ら
れ
、
か
つ
、
意
志
や
権
力
を
正
統
化
す
る
。
け
れ
ど
も
、
権
威
と
意
志
や
権
力
と
の
こ
の
よ
う
な
関
係
は
、

　
　
権
威
が
理
性
に
基
づ
い
て
い
て
は
じ
め
て
可
能
と
な
り
、
人
び
と
に
よ
っ
て
正
統
な
も
の
と
し
て
受
け
容
れ
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
権
威
と

79

@
理
性
と
を
単
純
に
対
置
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
実
定
法
の
個
々
の
規
定
も
、
神
学
的
ド
グ
マ
の
よ
う
に
、
絶
対
的
な
拘
束
力
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@
を
も
つ
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
内
容
的
正
当
性
を
否
定
す
る
十
分
な
理
由
が
あ
る
こ
と
が
、
社
会
一
般
の
正
義
・
衝
平
感
覚
に
も
照
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
　
た
法
的
議
論
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
場
舎
に
は
修
正
・
変
更
可
能
な
も
の
と
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
判
決
も
、
後
ほ

　
　
ど
詳
し
く
み
る
よ
う
に
、
裁
判
官
が
そ
の
権
威
に
基
づ
い
て
一
方
的
に
下
す
裁
定
で
は
な
く
、
当
事
者
間
の
法
廷
弁
論
を
基
礎
と
し
、
適

　
　
切
な
理
由
に
よ
っ
て
整
合
的
に
正
当
化
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
さ
ら
に
、
よ
り
重
要
な
こ
と
は
、
法
的
議
論
領
域
の
道
徳
・
政
治
な
ど
か
ら
の
自
立
性
も
部
分
的
・
相
慰
的
な
も
の
に
す
ぎ
ず
、
実
践

　
　
的
議
論
一
般
の
不
確
定
性
を
縮
減
で
き
て
も
、
完
全
に
排
除
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
個
別
的
事
例
へ
の
実
定
法
の
適
用
に
あ
た
っ
て
し
ぼ

　
　
し
ば
一
般
的
な
実
践
的
議
論
に
よ
る
補
完
を
必
要
と
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
実
定
法
は
自
然
言
語
を
用
い
て
一
般
的
に
規
定
さ
れ
て

　
　
い
る
た
め
、
「
開
か
れ
た
構
造
」
を
も
っ
て
お
り
、
そ
の
具
体
的
な
意
味
内
容
は
、
個
々
の
事
例
ご
と
に
、
賢
慮
を
働
か
せ
、
社
会
一
般

　
　
の
正
義
・
衡
平
感
覚
を
反
映
し
た
常
識
・
良
識
・
社
会
通
念
な
ど
の
社
会
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
照
ら
し
て
確
定
し
、
必
要
に
慈
じ
て
創
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
　
的
に
継
続
形
成
し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
実
定
法
の
意
味
内
容
の
具
体
的
確
定
や
創
造
的
継
続
形
成
の
結

　
　
果
の
法
的
正
当
性
を
正
当
化
す
る
た
め
に
は
、
実
定
法
内
在
的
な
理
由
づ
け
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
実
践
的
議
論
一
般
の
正
当
性
基

　
　
準
に
照
ら
し
た
理
由
づ
け
も
不
可
欠
で
あ
り
、
双
方
の
理
由
づ
け
を
整
舎
的
に
織
り
込
ん
だ
正
当
化
が
な
さ
れ
て
い
る
の
が
通
例
で
あ
る
。

　
　
だ
が
、
双
方
の
理
由
づ
け
が
両
立
し
が
た
い
事
例
も
あ
り
、
原
則
と
し
て
前
者
が
優
先
さ
せ
ら
れ
る
べ
き
で
は
あ
る
が
、
実
定
法
の
規
定

　
　
に
拘
束
さ
れ
た
結
果
が
著
し
く
社
会
の
正
義
・
衡
平
感
覚
に
反
す
る
場
合
に
は
、
後
者
が
前
者
を
覆
え
す
こ
と
も
あ
り
う
る
。
こ
の
よ
う

　
　
に
、
社
会
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
依
拠
し
た
り
そ
の
形
成
を
め
ざ
し
た
り
す
る
実
践
的
議
論
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
が
故
に
、
法
シ
ス

　
　
テ
ム
は
、
安
定
性
と
柔
軟
性
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
損
な
う
こ
と
な
く
存
立
し
作
動
し
続
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し

　
　
ろ
、
全
体
と
し
て
み
れ
ば
、
法
的
議
論
と
二
男
的
な
実
践
的
議
論
は
相
補
関
係
に
あ
り
、
両
者
の
合
理
性
・
正
当
性
基
準
も
構
造
的
に
共

　
　
通
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
四
　
法
的
議
論
と
一
般
的
な
実
践
的
議
論
と
の
相
互
関
係
を
以
上
の
よ
う
に
理
解
す
る
な
ら
ぽ
、
両
者
の
統
合
的
な
い
し
共
生
的
関
係



　
　
の
動
・
態
が
最
も
鮮
明
に
あ
ら
わ
れ
、
個
別
と
普
遍
と
を
飼
時
に
把
握
し
複
維
な
現
実
的
状
況
で
価
値
や
陳
理
の
漸
進
的
実
現
を
は
か
る
能

　
　
力
で
あ
る
賢
慮
の
働
き
が
最
も
強
く
期
待
さ
れ
る
の
は
、
裁
判
の
手
続
過
程
で
あ
ろ
う
。
裁
判
は
、
実
定
法
の
規
定
が
法
的
議
論
に
お
い

　
　
て
遵
守
さ
れ
る
こ
と
を
綱
度
的
に
保
障
す
る
と
と
も
に
、
対
話
的
合
理
性
基
準
が
実
定
法
の
枠
内
で
補
完
的
に
作
用
す
る
場
合
に
、
理
想

　
　
的
な
議
論
状
況
を
確
保
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
　
　
裁
判
の
制
度
的
枠
組
と
し
て
は
、
一
般
に
、
個
々
の
判
決
が
実
定
法
に
準
拠
し
て
正
当
化
さ
れ
て
い
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
と
い
う
規
準

　
　
面
で
の
制
約
原
理
だ
け
が
切
り
離
し
て
強
調
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
裁
判
の
特
質
を
対
話
的
合
理
性
基
準
の
法
的
制
度
化
と
い

　
　
う
観
点
か
ら
み
る
場
合
、
裁
判
の
対
象
が
法
的
権
利
義
務
に
関
し
て
特
定
の
当
事
者
間
で
現
実
に
生
じ
た
具
体
的
紛
争
の
事
後
的
個
別
的

　
　
解
決
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
裁
判
が
公
開
の
法
廷
で
当
事
者
主
義
的
手
続
に
の
っ
と
っ
て
展
開
さ
れ
る
と
い
う
、
対
象
面
と
手
続
面
で
の

　
　
制
約
原
理
も
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
三
側
面
で
の
制
約
原
理
が
栢
互
に
有
機
的
に
関
連
し
あ
っ
て
、
全
体
と
し
て
、
裁
判
の
手
続
過
程
の

　
　
合
理
性
と
判
決
の
正
当
性
を
確
保
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
く
に
裁
判
対
象
が
権
利
義
務
に
関
す
る
紛
争
の
事
後
的
個

　
　
別
的
解
決
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
意
義
は
、
法
実
務
家
以
外
の
人
び
と
の
関
心
を
あ
ま
り
ひ
い
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
法
的
議
論
の

　
　
領
域
画
定
や
そ
こ
に
お
け
る
適
切
な
正
当
化
理
由
の
範
囲
や
そ
の
優
劣
・
強
弱
の
判
定
に
お
い
て
、
実
定
法
に
よ
る
制
約
の
存
在
に
優
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
　
と
も
劣
ら
な
い
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
見
落
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
　
だ
が
、
対
話
的
合
理
性
基
準
の
法
的
制
度
化
と
し
て
中
心
的
な
位
置
を
占
め
て
い
る
の
は
、
何
と
言
っ
て
も
当
事
者
主
義
的
手
続
で
あ

　
　
る
。
裁
判
手
続
は
両
当
事
老
と
裁
判
官
と
の
三
者
関
係
（
鼠
巴
）
で
展
開
さ
れ
る
が
、
当
事
者
主
義
の
も
と
で
は
、
両
当
事
者
が
各
々
の

　
　
主
張
の
法
的
正
当
性
を
立
証
し
攻
撃
防
御
し
あ
う
法
廷
弁
論
が
基
軸
と
な
る
。
法
的
に
正
し
い
判
決
の
具
体
的
内
容
は
、
裏
実
認
定
に
つ

　
　
い
て
も
法
の
解
釈
・
適
用
に
つ
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
当
事
者
主
義
的
手
続
に
の
っ
と
っ
た
両
当
事
者
と
裁
判
官
と
の
摺
互
作
用
的
な
協

　
　
同
活
動
の
な
か
で
徐
々
に
明
確
に
さ
れ
確
定
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
り
、
裁
判
官
が
そ
の
権
威
に
基
づ
い
て
一
方
面
に
決
定
す
る
も
の
で
は

鯉
な
い
の
で
あ
る
。
裁
判
官
の
権
威
が
、
．
、
の
よ
う
に
、
実
定
法
の
畿
を
も
必
要
と
あ
ら
ぽ
批
判
的
に
吟
味
す
る
法
廷
弁
論
を
ふ
ま
え
て
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@
行
使
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
し
か
も
、
こ
の
法
廷
弁
論
が
公
開
の
場
で
行
な
わ
れ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
法
に
お
け
る

　
　
権
威
の
作
用
を
で
き
る
だ
け
理
性
的
な
も
の
と
す
る
の
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
そ
れ
故
、
裁
判
の
決
定
的
な
特
質
は
、
裁
判
上
が
最
終
的
な
拘
重
力
あ
る
判
決
を
下
す
権
威
を
も
つ
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
ロ
ン
・
L
・

　
　
フ
ラ
ー
ら
の
強
調
す
る
よ
う
に
、
当
事
老
双
方
に
対
し
て
、
自
己
に
有
利
な
判
決
を
得
る
た
め
の
証
拠
や
理
由
づ
け
ら
れ
た
論
拠
を
提
示

　
　
し
て
、
判
決
作
成
過
程
に
相
手
方
と
対
等
の
立
場
で
主
体
的
に
参
加
す
る
機
会
が
公
正
に
保
障
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
う
ち
に
求
め
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
　
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
判
決
の
正
当
性
も
、
そ
の
実
質
的
内
容
が
、
関
連
事
実
を
正
確
に
認
定
し
、
実
定
法
の
規
定
と
関
連
づ
け
た
適

　
　
切
な
理
由
づ
け
を
与
え
ら
れ
、
社
会
の
正
義
・
衡
平
感
覚
と
も
合
致
す
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
訴
訟
の
手
続
過
程
が
両
三

　
　
事
者
の
対
等
か
つ
主
体
的
な
参
加
の
も
と
に
公
正
な
状
況
の
な
か
で
理
性
的
な
法
的
議
論
を
活
姓
化
し
つ
つ
展
開
さ
れ
た
か
ど
う
か
に
も

　
　
か
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
き
わ
め
て
大
き
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
以
上
の
よ
う
に
、
法
的
議
論
・
決
定
の
合
理
性
・
正
当
性
確
保
に
お
い
て
手
続
的
正
義
な
い
し
手
続
的
公
正
の
観
念
が
重
視
さ
れ
る
と

　
　
こ
ろ
に
、
実
践
的
議
論
一
般
の
対
話
的
舎
理
性
基
準
と
の
一
つ
の
重
要
な
構
造
的
共
通
性
が
み
ら
れ
、
し
か
も
、
最
近
の
権
利
論
的
正
義

　
　
論
の
問
題
関
心
と
の
交
錨
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
章
を
改
め
て
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
よ
う
。

（
1
）
　
こ
の
よ
う
な
図
式
的
理
解
は
単
純
化
の
そ
し
り
を
免
れ
が
た
い
が
、
↓
ゲ
。
ヨ
霧
頃
。
げ
び
Φ
。
。
博
卜
§
瞬
き
職
醤
（
ま
㎝
H
）
”
O
ゲ
・
卜
。
ρ
O
口
ω
郎
く
男
践
・

　
げ
窪
。
7
肉
象
ミ
魯
詠
概
象
魯
ミ
偽
M
¢
》
に
塾
（
お
①
ω
y
囚
増
．
H
O
参
照
。

（
2
）
　
こ
の
よ
う
な
法
の
見
方
の
展
開
に
重
要
な
基
礎
や
示
唆
を
与
え
て
い
る
代
表
的
な
法
理
論
と
し
て
、
立
場
は
相
互
に
対
立
し
あ
う
も
の
も
あ
る

　
が
、
鍛
願
い
璽
》
．
出
9
。
3
↓
ぎ
O
§
愚
W
駄
卜
職
§
（
ド
リ
①
H
）
1
矢
崎
光
囲
監
訳
『
法
の
概
念
』
、
い
。
切
炉
男
巳
『
さ
円
富
さ
ミ
帖
童
乳
卜
額
鐘
”

　
卜
。
口
傷
巴
．
（
お
①
O
）
一
稲
垣
良
典
訳
『
法
と
道
徳
』
、
ヨ
匡
器
U
雲
霞
舞
望
肉
恥
き
跨
砺
。
蔑
。
ご
鷺
ゆ
b
。
b
d
山
①
．
（
ド
㊤
鳶
）
一
村
上
淳
一
1
1
六
本
佳
平
訳

　
『
法
社
会
学
険
、
冒
ω
①
筈
幻
⇔
撃
等
§
導
ミ
肉
笛
織
防
§
§
織
ぎ
こ
謹
（
お
↓
㎝
）
”
六
本
佳
乎
『
法
社
会
学
』
（
一
九
八
六
）
な
ど
参
照
。

（
3
）
　
対
話
的
合
理
性
基
準
に
関
す
る
以
下
の
説
墾
は
新
た
に
補
正
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
そ
の
概
要
お
よ
び
示
唆
を
得
た
見
解
に
つ
い
て
は
、
後



　
掲
参
考
文
献
（
1
）
（
三
）
、
同
（
4
）
一
一
章
参
昭
嚇

（
4
）
　
法
的
議
論
と
一
般
的
な
実
践
的
議
論
と
の
関
係
の
理
解
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
、
圃
。
ぴ
①
冨
》
♂
渥
ざ
§
馬
ミ
暗
雲
、
論
難
防
職
黒
潮
§
》
、
隣
母
一

　
ミ
§
鷺
職
§
（
お
刈
。
。
y
乞
①
臨
冨
p
o
O
o
H
慧
昆
》
卜
馬
簑
肉
§
防
§
§
磯
§
ミ
ト
Q
鷺
N
↓
隷
。
遷
（
H
O
『
c
。
）
に
依
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
亀
本
洋

　
「
法
的
議
論
に
お
け
る
実
践
理
性
の
役
割
と
限
界
（
一
）
1
（
四
・
完
）
」
（
判
例
タ
イ
ム
ズ
五
五
〇
1
五
五
五
号
、
一
九
八
五
、
所
収
）
、
後
戸
参
考

　
文
献
（
3
）
参
照
。

（
5
）
9
9
＝
津
冨
象
。
F
．
、
↓
海
参
。
げ
『
ヨ
。
剛
旦
暮
ぎ
論
調
副
い
・
σ
q
印
象
＄
ω
§
ぎ
σ
q
遥
”
ぎ
出
§
ミ
山
袴
・
寄
傷
ミ
㍗
§
“
防
轟
旨
奪
ミ
。
旨
欝
”

　
＜
o
一
．
＄
（
掃
O
日
ω
）
》
ω
・
H
お
一
O
b
。
●
い
国
一
a
嵩
。
F
↓
ミ
ミ
瓢
§
蟄
醤
“
》
ミ
ぎ
識
ミ
（
δ
鵡
）
”
O
げ
●
b
O
●

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
1
0
）

こ
の
点
に
関
連
す
る
法
教
義
学
的
思
考
の
特
質
や
機
能
に
つ
い
て
は
、
後
輪
参
考
文
献
（
4
）
一
七
章
参
照
。

後
掲
参
考
文
献
（
1
）
三
九
一
四
七
頁
、
同
（
4
）
三
一
九
一
二
六
頁
参
照
。

裁
判
の
制
度
的
枠
組
の
特
質
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
後
掲
参
考
文
献
（
4
）
九
、
一
六
、
一
八
章
参
照
。

三
輪
正
「
議
論
領
域
と
価
値
」
（
理
想
五
八
○
号
、
一
九
八
一
、
所
収
）
、
七
七
一
八
六
頁
参
照
。

O
歴
い
8
い
・
男
巳
一
①
ひ
．
．
↓
冨
閃
9
ヨ
。
。
き
匹
臣
三
見
。
扇
》
α
㎞
＆
一
〇
m
②
o
ロ
、
、
”
ぎ
津
遷
ミ
様
舞
遷
肉
ミ
締
§
”
＜
o
一
●
露
（
ド
ミ
。
。
ソ
箸
・
ω
㎝
G
。
1

蒔
O
り
．

　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
手
続
的
正
義
と
人
権
・
裁
判

　
　
　
一
　
手
続
的
正
義
に
関
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
わ
が
国
の
民
事
訴
訟
理
論
に
お
い
て
、
裁
判
の
機
能
を
判
決
だ
け
に
限
ら
ず
、
そ
こ

　
　
に
至
る
ま
で
の
手
続
過
程
の
も
つ
独
自
の
内
在
的
価
値
を
も
視
野
に
入
れ
て
動
態
的
に
と
ら
え
、
両
当
事
者
間
の
自
律
的
な
相
互
主
体
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
　
議
論
を
基
軸
に
す
え
て
手
続
保
障
や
弁
論
の
活
性
化
の
在
り
方
を
考
え
な
お
そ
う
と
す
る
潮
流
が
台
頭
し
て
き
て
お
り
、
実
践
的
議
論
の

　
　
理
論
や
権
利
論
的
正
義
論
の
最
近
の
展
開
と
た
ん
な
る
偶
然
と
は
言
え
な
い
問
題
関
心
の
交
錯
と
共
通
性
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

83

@
こ
で
は
、
こ
れ
ら
の
哲
学
的
理
論
と
民
事
訴
訟
理
論
に
基
本
的
に
共
通
の
主
要
争
点
に
つ
い
て
、
両
領
域
で
の
論
議
の
相
互
連
関
と
異
同

21　
　
　
　
　
　
哲
学
と
法
律
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三



　
　
　
　
　
　
哲
学
研
究
　
第
五
百
五
十
四
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四

8421

@
に
焦
点
を
あ
わ
せ
て
み
て
み
よ
う
。

　
　
　
ま
ず
、
手
続
的
正
義
に
お
け
る
手
続
と
結
果
と
の
相
互
関
係
を
ど
う
理
解
す
る
か
が
、
両
領
域
で
共
通
の
争
点
と
な
っ
て
い
る
。
手
続

　
　
的
正
義
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
「
結
果
よ
け
れ
ば
す
べ
て
よ
し
」
と
か
「
旨
的
は
手
段
を
正
当
化
す
る
」
な
ど
と
奮
わ
れ
、
手
続
が
と
か

　
　
く
実
質
・
内
容
に
対
す
る
た
ん
な
る
形
式
・
手
段
と
し
て
軽
視
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
実
質
的
正
義
の
実
現
や
客
観
的
真

　
　
実
の
発
見
の
た
め
の
方
法
に
す
ぎ
な
い
と
み
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
最
近
の
論
議
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
従
来
の

　
　
素
朴
な
考
え
方
に
対
す
る
反
発
に
加
え
て
、
実
質
的
正
義
を
め
ぐ
る
規
範
的
議
論
の
混
迷
状
況
へ
の
対
応
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
逆
に
、

　
　
結
果
の
内
容
的
正
当
性
の
問
題
を
全
面
的
に
手
続
的
条
件
の
充
足
の
問
題
に
転
換
し
た
り
、
手
続
的
正
義
の
保
障
を
実
質
的
正
義
や
客
観

　
　
的
真
実
の
追
求
の
断
念
の
代
償
と
み
た
り
す
る
見
解
も
有
力
で
あ
る
。
N
・
ル
ー
マ
ン
の
社
会
シ
ス
テ
ム
論
的
な
手
続
理
論
な
ど
は
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
　
代
表
的
な
例
で
あ
り
、
彼
の
「
手
続
に
よ
る
正
統
化
U
・
σ
q
三
日
各
自
曾
岩
げ
く
曾
h
鋤
訂
窪
」
の
観
念
は
、
民
事
訴
訟
理
論
の
新
潮
流
に
も

　
　
部
分
的
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

　
　
　
ル
ー
マ
ン
は
、
手
続
と
い
う
も
の
を
、
拘
束
力
あ
る
決
定
を
生
み
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
人
間
世
界
の
複
雑
性
の
縮
減
に
関
わ
る
一
つ
の

　
　
社
会
シ
ス
テ
ム
と
と
ら
え
、
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
の
一
環
で
あ
る
法
シ
ス
テ
ム
や
裁
判
手
続
を
正
義
や
真
理
な
ど
と
関
連
づ
け
て
論
じ

　
　
る
伝
統
的
理
論
を
拒
否
す
る
。
そ
し
て
、
決
定
の
正
統
性
は
、
そ
の
内
容
的
正
当
性
と
も
自
発
的
承
認
や
個
人
的
責
任
と
も
切
り
離
さ
れ
、

　
　
拘
束
力
あ
る
決
定
を
自
明
の
も
の
と
し
て
制
度
化
し
、
公
権
的
決
定
の
妥
当
性
の
帰
結
と
み
な
す
社
会
的
雰
囲
気
に
基
づ
い
て
い
る
と
さ

　
　
れ
る
。
裁
判
手
続
の
場
合
に
は
、
当
事
者
が
、
判
決
内
容
の
不
確
定
の
故
に
勝
訴
の
予
期
を
抱
き
、
紺
論
を
通
じ
て
そ
の
主
張
を
徐
々
に

　
　
特
定
す
る
役
割
を
引
き
受
け
て
手
続
に
参
加
す
る
た
め
、
最
終
的
に
予
期
に
反
し
て
敗
訴
判
決
を
受
け
て
も
、
そ
の
判
決
を
事
実
と
し
て

　
　
受
け
容
れ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
お
か
れ
る
の
で
あ
る
。
裁
判
手
続
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
当
事
者
の
不
満
を
吸
収
す
る
だ
け
で
な
く
、

　
　
一
定
の
条
件
が
充
た
さ
れ
た
な
ら
ぽ
一
定
の
判
決
を
下
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
「
条
件
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
結
合
し
て
制
度
化
さ
れ

　
　
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
裁
判
官
は
結
果
に
附
す
る
，
一
切
の
批
判
と
責
任
を
免
れ
、
結
果
に
対
す
る
不
満
は
立
法
に
向
け
ら
れ
、
裁
判
手
続



　
　
の
正
統
化
機
能
は
安
定
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
こ
の
よ
う
な
ル
ー
マ
ン
の
手
続
理
論
は
、
手
続
を
正
義
実
現
や
真
実
発
見
の
た
ん
な
る
手
段
に
す
ぎ
な
い
と
み
る
素
朴
な
理
論
を
拒
否

　
　
し
、
手
続
過
程
固
有
の
機
能
を
重
視
し
て
い
る
限
り
で
、
対
話
的
合
理
性
基
準
と
も
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
だ
が
、
ル
ー
マ
ン
は
、

　
　
J
・
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
と
の
論
争
な
ど
に
典
型
的
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
理
性
的
な
実
践
的
議
論
の
可
能
性
を
基
礎
づ
け
る
知
的
前
提
自
体

　
　
が
、
今
日
で
は
も
は
や
破
綻
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
み
て
、
伝
統
的
な
正
義
・
真
理
・
正
当
性
な
ど
の
概
念
を
放
棄
し
、
議
論
参
加
老
の

　
　
合
意
と
も
切
り
離
し
て
は
じ
め
て
、
決
的
決
定
の
妥
当
性
や
そ
の
受
容
の
問
題
を
適
切
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
そ

　
　
れ
に
対
し
て
、
対
話
的
合
理
性
基
準
は
、
決
定
の
内
容
的
正
当
性
に
つ
い
て
理
性
的
な
議
論
が
可
能
で
あ
る
と
す
る
実
践
哲
学
的
地
平
で
、

　
　
正
し
い
決
定
を
追
求
す
る
議
論
の
た
め
の
手
続
的
条
件
を
、
あ
く
ま
で
も
議
論
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
る
合
意
の
内
容
的
正
当
性
と
も
関
連

　
　
づ
け
て
規
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
ル
ー
マ
ン
の
手
続
理
論
と
は
基
本
的
に
相
容
れ
な
い
。
対
話
的
合
理
性
基
準
は
、
内
容
の
問

　
　
題
と
手
続
の
問
題
と
を
自
律
的
な
議
論
主
体
の
相
互
作
用
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
実
用
論
次
元
で
動
態
的
に
統
合
す
る
こ
と

　
　
を
め
ざ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
こ
　
対
話
的
合
理
性
基
準
に
お
い
て
も
、
手
続
的
条
件
の
充
足
と
結
果
の
内
容
的
正
当
性
と
の
相
互
関
係
を
画
」
的
に
規
定
す
る
こ
と

　
　
は
む
ず
か
し
く
、
議
論
領
域
の
特
質
と
相
関
的
に
、
幾
つ
か
の
類
型
に
分
け
て
考
え
て
ゆ
か
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
考

　
　
察
に
示
竣
に
富
む
手
が
か
り
を
提
供
し
て
い
る
の
が
、
　
ロ
ー
ル
ズ
の
純
手
続
的
正
義
・
完
全
な
手
続
的
正
義
・
不
完
全
な
手
続
的
正
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
　
（
お
よ
び
擬
似
的
な
純
手
続
的
正
義
）
と
い
う
類
型
区
分
で
あ
る
。

　
　
　
純
手
続
的
正
義
と
は
、
賭
博
の
よ
う
に
、
正
し
い
結
果
に
関
す
る
独
立
の
基
準
は
存
在
し
な
い
が
、
そ
の
代
わ
り
に
、
公
正
な
手
続
が

　
　
適
切
に
遵
守
さ
れ
て
い
る
限
り
、
そ
こ
か
ら
生
じ
る
結
果
は
す
べ
て
同
様
に
正
し
い
と
さ
れ
、
手
続
の
公
正
を
結
果
の
正
し
さ
に
移
し
変

　
　
え
る
正
当
化
作
用
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
完
全
な
手
続
的
正
義
は
、
ケ
ー
キ
の
均
等
な
分
割
の
よ
う
に
、
結
果
の
正
し

獅
さ
を
決
定
す
る
独
立
の
基
準
が
存
芒
、
か
つ
、
そ
．
、
に
肇
に
導
く
鉱
毒
あ
る
．
」
と
を
本
質
と
し
て
お
軌
不
完
全
な
手
淫
正
義

2　
　
　
　
　
　
哲
学
と
法
律
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
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四
六

は
、
刑
事
裁
判
の
よ
う
に
、
正
し
い
結
果
に
関
す
る
馬
立
の
基
準
は
存
在
す
る
が
、
確
実
に
そ
こ
に
導
く
手
続
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
特

徴
と
す
る
。
ロ
ー
ル
ズ
は
、
こ
れ
ら
三
つ
の
基
本
的
区
分
に
、
　
一
定
の
許
さ
れ
た
範
囲
内
に
あ
る
限
り
岡
三
に
正
義
に
適
っ
て
い
る
と
さ

れ
、
一
定
範
囲
内
で
正
義
が
不
確
定
な
事
例
を
ざ
す
た
め
に
、
擬
似
的
な
純
手
続
的
正
義
と
い
う
観
念
を
付
け
加
え
て
い
る
が
、
不
完
全

な
手
続
的
正
義
と
い
う
基
本
的
枠
組
の
な
か
で
純
手
続
的
正
義
の
正
当
化
作
用
が
補
充
的
に
働
く
事
例
と
理
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
手
続
的
正
義
を
こ
の
よ
う
に
類
型
区
分
し
て
、
生
葉
ル
ズ
自
身
は
、
ま
ず
、
実
質
的
正
義
原
理
を
「
原
初
状
態
」
か
ら
導
出
・
正
当
化

す
る
に
あ
た
っ
て
純
手
続
的
正
義
の
観
念
を
用
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
正
義
原
理
の
社
会
的
制
度
へ
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
立
憲
民
主
制

的
政
治
過
程
で
は
、
不
完
全
な
手
続
的
正
義
、
厳
密
に
は
擬
似
的
な
純
手
続
的
正
義
が
問
題
と
な
る
の
に
対
し
て
、
分
配
に
お
け
る
正
義

に
関
し
て
は
、
社
会
の
基
本
構
造
に
お
け
る
背
景
的
正
義
が
維
持
さ
れ
て
い
る
限
り
、
純
手
続
的
正
義
の
観
念
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
、

個
々
の
分
配
相
互
間
で
い
ず
れ
が
よ
り
正
義
に
適
っ
て
い
る
か
は
も
は
や
問
題
に
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
区
分
に
従
う
な
ら
ば
、
民
事
訴
訟
に
お
け
る
手
続
的
正
義
も
、
刑
事
裁
判
と
同
様
、
基
本
的
に
不
完
全
な
手
続
的
正
義
だ

と
考
え
ら
れ
る
。
け
れ
ど
も
、
既
述
の
よ
う
に
、
実
定
法
が
「
開
か
れ
た
構
造
し
を
も
ち
、
そ
の
意
味
内
容
の
具
体
的
確
定
や
継
続
形
成

に
お
い
て
純
手
続
的
正
義
の
正
当
化
作
用
に
依
拠
せ
ざ
る
を
え
な
い
事
例
も
少
な
く
な
い
か
ら
、
全
体
と
し
て
は
、
擬
似
的
な
純
手
続
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

正
義
と
み
る
の
が
適
切
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
手
続
的
正
義
の
理
解
は
、
最
近
の
民
事
訴
訟
理
論
に
お
い
て
、
当
事
者
主
義

的
手
続
過
程
へ
の
参
加
保
障
の
機
能
と
し
て
、
真
実
発
見
と
か
権
利
保
護
な
ど
の
手
段
的
機
能
よ
り
も
、
手
続
保
障
を
尽
す
こ
と
そ
れ
自

体
に
よ
っ
て
裁
判
が
正
統
性
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
正
統
性
確
保
機
能
が
重
要
視
さ
れ
、
訴
訟
の
手
続
過
程
の
展
開
自
体
が
、
そ

こ
か
ら
得
ら
れ
る
判
決
と
は
別
個
独
立
に
固
有
の
内
在
的
価
値
を
も
つ
こ
と
が
承
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
と
も
軌
を
一

に
し
て
い
る
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

　
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
最
近
の
理
論
展
開
が
、
手
続
保
障
を
慮
己
目
的
化
し
て
、
内
容
の
問
題
を
全
面
的
に
手
続
の
問
題
に
転
換
し
て
し

ま
お
う
と
す
る
の
な
ら
ぽ
、
そ
れ
は
行
き
過
ぎ
で
あ
ろ
う
。
手
続
保
障
に
よ
る
判
決
の
正
統
化
機
能
も
、
手
続
保
障
が
当
事
間
者
の
相
互



　
　
主
体
的
弁
論
を
活
性
化
し
内
容
的
に
よ
り
正
し
い
判
決
の
追
求
を
促
進
す
る
機
能
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
抜
き
に
し
て
考
え
る
こ
と
は
で

　
　
き
な
い
。
真
実
や
権
利
な
ど
を
素
朴
に
客
観
的
で
既
存
の
も
の
と
み
て
、
弁
論
主
義
な
ど
の
当
事
者
主
義
的
手
続
を
そ
こ
に
至
る
た
め
の

　
　
た
ん
な
る
手
段
と
と
ら
え
る
こ
と
は
論
外
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
当
事
者
主
義
的
手
続
保
障
が
、
事
実
認
定
に
つ
い
て
も
法
の
解
釈
・
適

　
　
用
に
つ
い
て
も
、
内
容
的
に
で
き
る
だ
け
誤
り
を
避
け
、
よ
り
適
切
な
理
由
づ
け
を
伴
っ
た
判
決
を
促
進
す
る
と
い
う
意
味
で
の
手
段
的

　
　
機
能
を
も
つ
こ
と
ま
で
否
定
す
る
の
は
適
切
で
は
な
か
ろ
う
。

　
　
　
手
続
的
正
義
に
お
け
る
手
続
と
結
果
と
の
相
互
関
係
を
以
上
の
よ
う
に
理
解
す
る
な
ら
ば
、
手
続
的
正
義
の
要
請
す
る
諸
々
の
手
続
的

　
　
条
件
の
意
義
や
機
能
に
は
、
正
義
実
現
と
か
真
実
発
見
な
ど
の
何
ら
か
の
目
的
・
結
果
と
の
関
連
で
価
値
を
も
つ
派
生
的
・
従
属
的
な
も

　
　
の
と
、
手
続
の
公
正
を
結
果
の
正
し
さ
に
移
し
変
え
る
正
当
化
作
用
に
関
わ
る
手
続
過
程
内
在
的
な
独
自
の
も
の
と
の
二
種
願
の
も
の
が
、

　
　
相
互
に
重
な
り
あ
い
つ
つ
含
ま
れ
て
い
る
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
裁
判
な
ど
の
法
的
手
続
過
程
に
つ
い
て
は
、
全
体
と
し
て

　
　
前
者
の
結
果
・
目
的
志
向
的
な
機
能
が
第
一
次
的
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
手
続
的
正
義
の
要
請
内
容
の
な
か
に
は
、
い
わ

　
　
ゆ
る
黙
秘
権
な
ど
、
真
実
の
発
見
や
望
ま
し
い
社
会
的
属
的
の
実
現
を
妨
げ
る
場
合
で
も
、
そ
の
結
果
如
何
を
問
わ
ず
優
先
的
に
遵
守
さ

　
　
れ
る
べ
き
人
権
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
そ
の
限
り
で
、
後
者
の
手
続
過
程
内
在
的
な
機
能
は
、
磨
滅
に
還
元
し
切
れ
な

　
　
い
固
有
の
基
礎
を
も
っ
て
お
り
、
後
者
が
前
者
に
対
し
て
規
制
的
に
働
く
こ
と
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
後
者
の
機
能
が
も
つ
正
当
化
作
用
に

　
　
つ
い
て
は
、
ロ
ー
ル
ズ
に
よ
る
純
手
続
的
正
義
の
観
念
の
用
い
方
が
示
竣
し
て
い
る
よ
う
に
、
手
続
自
体
が
公
正
と
い
う
内
在
的
属
性
を

　
　
具
え
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
手
続
の
公
正
を
確
保
す
る
一
定
の
背
景
的
状
況
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

　
　
故
、
こ
の
よ
う
な
公
正
な
手
続
を
規
定
し
確
保
す
る
何
ら
か
の
価
値
理
念
の
内
容
や
基
礎
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
と
い
う
問
題
も
あ
り
、

　
　
手
続
的
正
義
の
全
体
的
構
造
は
か
な
り
複
雑
で
あ
る
。

　
　
　
そ
こ
で
、
次
に
、
少
し
角
度
を
変
え
て
、
こ
の
よ
う
な
手
続
的
正
義
の
基
本
的
構
造
と
そ
の
基
礎
的
価
値
理
念
に
つ
い
て
、
そ
の
主
な

捌
要
請
内
容
に
即
し
て
嚢
し
て
み
よ
う
。

2　
　
　
　
　
　
哲
学
と
法
律
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
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四
八

　
三
　
手
続
的
正
義
の
要
請
内
容
は
、
裁
判
な
ど
の
法
的
手
続
過
程
の
規
制
原
理
と
し
て
は
、
「
相
手
懸
か
ら
も
聴
く
べ
し
」
「
何
人
も
自

分
自
身
の
事
件
に
つ
い
て
裁
判
官
と
な
る
な
か
れ
」
と
い
う
自
然
的
正
義
の
格
率
を
中
心
に
形
成
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
、
最
近
の
論
議
で

は
、
当
事
者
の
対
等
化
と
公
正
な
機
会
の
保
障
（
手
続
的
公
正
）
、
第
三
者
の
中
立
性
・
公
平
性
と
い
う
、
伝
統
的
な
二
側
面
に
加
え
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

理
由
づ
け
ら
れ
た
議
論
と
決
定
（
手
続
的
合
理
性
）
と
い
う
側
面
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う

な
動
向
は
、
基
本
的
に
、
実
践
的
議
論
に
関
す
る
対
話
的
弓
理
性
基
準
の
一
環
と
し
て
手
続
的
正
義
が
位
置
づ
け
ら
れ
、
裁
判
手
続
や
法

的
議
論
が
そ
の
調
度
化
と
い
う
観
点
か
ら
解
明
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
の
反
映
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
対
話
的
合
理
性
基
準
に
お
い
て
は
、
実
践
的
議
論
の
合
理
性
は
適
切
な
理
由
を
提
示
し
批
判
・
熟
慮
し
あ
え
る
可
能
性
に
か
か
っ
て
い

る
か
ら
、
理
由
づ
け
ら
れ
た
議
論
と
決
定
に
関
す
る
手
続
的
合
理
性
が
手
続
的
正
義
の
中
枢
に
す
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
手
続
的
合
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

性
は
、
ま
ず
、
J
・
R
・
ル
ー
カ
ス
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
事
件
と
関
連
の
な
い
一
切
の
不
適
切
な
理
由
を
排
除
す
る
と
と
も
に
、
す
べ

て
の
重
要
な
関
連
の
あ
る
事
実
と
論
拠
を
考
慮
に
入
れ
、
一
定
種
類
の
理
由
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
要
請
す
る
。
こ
の
よ
う
な
要
請
に

基
づ
い
て
、
何
が
適
切
な
理
由
か
に
関
し
て
背
景
的
合
意
が
存
在
し
、
椙
互
討
議
・
対
話
の
共
通
の
前
提
と
さ
れ
た
う
え
で
、
M
・
ゴ
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

ル
デ
ィ
ン
グ
の
い
う
「
争
点
の
相
互
承
認
U
。
一
芋
窪
。
剛
一
ω
ω
器
」
、
つ
ま
り
当
事
者
の
一
方
が
他
方
の
主
張
を
否
定
し
両
者
が
正
面
か
ら
対

立
す
る
形
態
で
議
論
が
遂
行
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
場
合
に
は
じ
め
て
、
両
当
事
者
は
各
々
自
己
の
論
拠
を
第
三
者
に
提
示
し
、
第

三
者
も
、
そ
れ
ら
の
論
拠
の
重
要
性
を
基
礎
に
い
ず
れ
の
立
場
が
正
当
と
認
め
ら
れ
る
か
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
そ
の

決
定
で
は
、
こ
れ
ら
の
提
示
さ
れ
た
論
拠
と
証
拠
に
言
及
し
た
理
由
づ
け
が
要
請
さ
れ
る
。
民
法
・
刑
法
な
ど
の
実
体
法
の
諸
々
の
規
定

や
訴
訟
追
行
・
弁
論
・
調
拠
調
べ
に
関
す
る
手
続
法
的
ル
ー
ル
は
、
こ
れ
ら
の
要
請
に
士
爵
的
保
障
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
基
本
的
に

対
話
的
合
理
性
基
準
を
法
的
観
点
か
ら
制
度
化
し
た
も
の
と
し
て
構
造
的
共
通
性
を
も
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
要
請
の
も
と
で
の
法
的
議
論
・
決
定
の
全
体
的
な
論
理
構
造
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
る
か
に
つ
い
て
は
、
法
規
・
理
論
構
成

に
よ
る
形
式
的
理
由
づ
け
と
利
益
衡
量
・
価
値
判
断
に
よ
る
実
質
的
理
由
づ
け
と
い
う
、
わ
が
国
で
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
二
元
主
義
的



　
　
図
式
、
R
・
ヴ
ァ
ヅ
サ
ー
ス
ト
ロ
ー
ム
、
R
・
ア
レ
ク
シ
ー
、
N
・
マ
コ
ー
、
ミ
ッ
ク
ら
の
二
段
階
正
当
化
手
続
、
主
張
（
o
冨
剛
ヨ
）
は
デ
ー

　
　
タ
（
山
魯
帥
）
と
保
証
（
蓄
H
鑓
艮
）
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
、
保
証
は
さ
ら
に
裏
付
け
（
げ
m
。
露
お
）
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
と
す
る
、
ト
ゥ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
　
ー
ル
ミ
ソ
の
議
論
図
式
な
ど
、
か
な
り
見
解
が
分
か
れ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
い
ず
れ
も
、
そ
の
合
理
性
の
確
保
が
、
演
繹
・
帰
納
論
理

　
　
だ
け
で
は
説
明
し
切
れ
な
い
賢
慮
・
実
践
知
の
働
き
に
か
か
っ
て
い
る
と
み
て
い
る
点
で
は
、
基
本
的
に
共
通
し
て
い
る
。

　
　
　
次
に
、
手
続
的
公
正
に
つ
い
て
は
、
以
上
の
よ
う
な
手
続
的
合
理
性
と
関
連
づ
け
て
、
理
想
的
な
議
論
状
況
の
一
般
的
存
立
条
件
と
い

　
　
う
側
面
か
ら
そ
の
具
体
的
な
要
請
内
容
を
規
定
す
る
の
が
、
対
話
的
合
理
性
基
準
の
基
本
的
な
考
え
方
で
あ
る
。
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
の
「
理

　
　
想
的
発
話
状
況
」
の
観
念
な
ど
が
そ
の
代
表
例
で
あ
る
が
、
類
似
の
考
え
方
を
提
示
し
て
い
る
も
の
は
少
な
く
な
い
。
だ
が
、
理
想
的
な

　
　
議
論
の
主
体
や
遂
行
に
関
す
る
手
続
的
公
正
の
既
述
の
よ
う
な
要
請
（
三
五
i
三
六
頁
参
照
）
は
、
そ
の
内
容
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

　
　
手
続
的
合
理
性
の
確
保
・
実
現
の
た
ん
な
る
手
続
的
条
件
に
は
還
元
し
切
れ
な
い
、
独
自
の
価
値
理
念
の
表
明
で
も
あ
る
。
そ
し
て
、
手

　
　
続
的
公
正
の
一
定
の
要
請
が
、
そ
の
結
果
如
何
を
問
わ
ず
優
先
的
に
遵
守
さ
れ
る
べ
ぎ
だ
と
さ
れ
た
り
、
手
続
的
正
義
に
一
定
の
場
合
に

　
　
正
当
化
作
用
と
い
う
内
在
的
機
能
が
認
め
ら
れ
た
り
す
る
の
は
、
基
本
的
に
手
続
的
公
正
が
前
提
と
す
る
こ
の
よ
う
な
価
値
理
念
に
よ
っ

　
　
て
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
例
え
ば
、
口
ー
ル
ズ
は
、
社
会
契
約
説
的
な
「
原
初
状
態
」
と
い
う
、
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
の
「
理
想
的
発
話
状
況
」
と
も
類
似
し
て
い
る

　
　
と
言
わ
れ
る
観
念
を
用
い
て
、
道
徳
的
人
格
と
し
て
自
由
・
平
等
な
契
約
当
事
者
た
ち
が
公
正
を
確
保
す
る
た
め
の
一
定
の
手
続
的
拘
束

　
　
の
も
と
で
全
員
一
致
で
合
意
す
る
で
あ
ろ
う
も
の
と
し
て
、
「
格
差
原
理
」
な
ど
の
社
会
的
正
義
原
理
を
導
出
・
正
当
化
す
る
。
そ
し
て
、

　
　
こ
の
よ
う
な
過
程
に
お
い
て
純
手
続
的
正
義
の
正
当
化
作
用
が
働
く
の
は
、
「
原
初
状
態
」
の
手
続
無
条
件
が
自
律
的
人
格
に
対
し
て
公

　
　
正
で
あ
る
か
ら
だ
と
さ
れ
て
お
り
、
ロ
ー
ル
ズ
の
正
義
論
全
体
の
理
論
構
成
が
「
平
等
な
道
徳
的
人
格
間
の
公
正
」
と
い
う
観
念
の
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
　
に
含
ま
れ
て
い
る
一
定
の
価
値
理
念
を
根
本
的
な
前
提
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
R
・
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
も
、
こ
の
「
原
初
状
態
」

89

@
の
基
礎
に
一
種
自
然
権
的
な
「
平
等
な
配
慮
と
尊
重
を
求
め
る
権
利
」
が
前
提
さ
れ
て
い
る
と
理
解
し
、
国
家
が
個
人
に
一
定
の
生
活
様

21　
　
　
　
　
　
哲
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四
九



2190

　
　
　
　
哲
学
研
究
　
第
五
百
五
十
四
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇

式
を
犀
潟
す
る
こ
と
な
く
人
間
と
し
て
自
律
的
な
生
活
を
可
能
と
す
る
前
提
の
実
現
に
配
慮
す
る
こ
と
を
要
請
す
る
こ
の
権
利
を
基
底
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

す
え
て
、
リ
ベ
ラ
ル
な
反
功
利
主
義
的
人
権
論
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
彼
ら
の
正
義
・
人
権
論
に
お
い
て
は
、
手
続
的
公
正

の
既
述
の
要
請
と
類
似
の
人
格
概
念
・
状
況
設
定
が
一
定
の
価
値
理
念
と
と
ら
え
ら
れ
て
、
そ
の
正
当
化
の
前
提
条
件
と
し
て
理
論
構
成

全
体
の
基
礎
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
よ
り
具
体
的
に
、
裁
判
な
ど
の
法
的
手
続
過
程
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、
例
え
ば
、
ル
ー
カ
ス
は
、
人
び
と
を
た
ん

に
他
人
の
配
慮
の
受
益
者
と
か
操
作
の
客
体
と
し
て
で
は
な
く
、
各
々
独
自
の
観
点
と
利
害
関
心
を
も
ち
自
己
の
議
論
に
よ
っ
て
そ
れ
を

表
明
し
擁
護
す
る
主
体
と
し
て
扱
う
こ
と
が
、
正
義
の
要
請
で
あ
る
と
解
し
、
法
シ
ス
テ
ム
も
、
こ
の
よ
う
な
自
律
的
人
格
の
相
互
承
認

に
基
づ
く
コ
、
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
に
依
存
し
て
い
る
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
手
続
的
公
正
を
、
権
威
に
基
づ
く
決
定
に
よ
っ
て
不
利
益
を

受
け
る
者
に
も
彼
の
同
意
な
し
に
そ
の
決
定
の
受
容
を
要
求
で
き
る
前
提
条
件
と
し
て
、
関
係
者
の
人
格
に
対
す
る
正
当
な
関
心
と
尊
重

に
関
わ
る
価
値
理
念
と
し
て
と
ら
え
、
手
続
的
公
正
に
関
す
る
権
利
を
否
認
す
る
こ
と
は
、
当
事
者
を
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
相
手

方
た
る
人
格
と
し
て
で
は
な
く
、
た
ん
な
る
モ
ノ
や
客
体
と
し
て
扱
い
、
彼
の
入
闘
と
し
て
の
価
値
を
否
認
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
と

　
　
（
1
1
）

み
て
い
る
。

　
手
続
的
正
義
の
要
請
の
な
か
で
も
、
手
続
的
公
正
が
、
真
実
発
見
の
妨
げ
と
な
り
議
論
の
合
理
性
の
確
保
に
つ
な
が
ら
な
い
場
合
で
も
、

結
果
如
何
を
問
わ
ず
優
先
的
に
遵
守
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
は
、
以
上
の
よ
う
な
代
表
的
な
見
解
に
も
み
ら

れ
る
よ
う
に
、
手
続
的
公
正
が
究
極
的
に
は
人
格
の
尊
重
に
関
わ
る
人
権
的
価
値
に
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
は
、
道
徳
・
政
治
・
法
な
ど
の
実
践
的
領
域
で
は
、
合
理
性
は
、
た
し
か
に
重
要
な
価
値
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
唯
一
の
も
の
で
は

な
く
、
限
界
が
あ
り
、
正
義
、
公
正
、
人
権
な
ど
の
他
の
同
じ
く
重
要
な
価
値
に
道
を
譲
ら
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
う
る
と
い

う
こ
と
の
一
つ
の
あ
ら
わ
れ
に
他
な
ら
な
い
。

　
四
、
第
三
者
の
中
立
性
・
公
平
性
と
い
う
側
面
に
つ
い
て
は
、
対
話
的
合
理
性
基
準
に
お
い
て
は
、
全
般
的
に
議
論
参
加
者
自
身
の
自



　
　
律
性
・
相
互
主
体
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
反
面
と
し
て
、
理
性
と
判
断
力
を
具
え
た
「
普
遍
的
聴
衆
」
の
合
意
に
合
理
性
基
準
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

　
　
求
め
る
ペ
レ
ル
マ
ン
の
見
解
な
ど
を
除
け
ば
、
関
心
の
外
に
お
か
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
正
義
論
に
お
い
て
も
、
完
全
な
知
識
と
共
感

　
　
的
同
一
化
に
よ
っ
て
正
し
い
効
用
計
算
を
公
平
に
行
な
い
う
る
「
理
想
的
観
察
者
」
と
い
う
観
念
が
伝
統
的
に
功
利
主
義
者
の
間
で
重
視

　
　
さ
れ
て
き
て
い
る
。
現
在
で
も
、
す
べ
て
の
関
連
事
実
と
当
事
者
の
選
好
を
把
握
し
椎
会
全
体
の
利
益
を
公
平
に
考
慮
し
て
普
遍
的
原
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

　
　
を
提
示
す
る
「
大
天
使
」
と
い
う
R
・
M
・
ヘ
ア
の
想
定
な
ど
に
、
こ
の
功
利
主
義
的
観
念
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
ロ
ー

　
　
ル
ズ
を
は
じ
め
と
す
る
反
功
利
主
義
的
正
義
論
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
理
想
的
観
察
老
モ
デ
ル
は
、
個
人
の
多
様
性
と
独
自
性
を
真

　
　
剣
に
考
慮
せ
ず
、
正
し
い
決
定
を
効
率
的
な
管
理
の
問
題
と
み
て
い
る
と
批
判
さ
れ
、
公
平
性
も
、
第
三
者
の
中
立
性
や
非
個
人
性
に
頼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

　
　
ら
ず
、
当
事
者
自
身
の
見
地
か
ら
規
定
す
べ
し
と
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
正
義
問
題
に
限
ら
ず
、
実
践
的
議
論
一
般
に
つ
い
て
、
基
本
的
に
は
、
議
論
参
加
者
自
身
の
自
律
性
・
相
互
主
体
性
を
基
軸
に
誓
事

　
　
性
・
正
当
性
基
準
の
基
礎
づ
け
や
具
体
的
内
容
の
規
定
を
行
な
う
の
が
適
切
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
け
れ
ど
も
、
第
三
者
の
「
中
立
性
」

　
　
「
公
平
虚
し
と
い
う
側
面
か
ら
の
論
議
は
と
も
か
く
、
「
第
三
者
」
に
関
す
る
何
ら
か
の
観
念
・
相
互
了
解
を
合
理
性
・
正
当
性
基
準
の
な

　
　
か
に
組
み
込
む
余
地
な
い
し
必
要
が
全
く
な
い
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
な
お
検
討
を
要
す
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う

　
　
な
問
題
を
考
察
す
る
恰
好
の
素
材
を
提
供
し
て
い
る
の
が
裁
判
手
続
で
あ
る
。

　
　
　
裁
判
手
続
に
つ
い
て
も
、
民
事
訴
訟
理
論
の
最
近
の
理
論
展
開
に
お
い
て
、
裁
判
機
能
や
手
続
保
障
の
在
り
方
を
、
両
当
事
者
と
裁
判

　
　
官
と
の
垂
直
関
係
よ
り
も
両
当
事
者
間
の
水
平
関
係
を
重
視
し
て
、
両
当
事
者
間
の
自
律
的
・
相
互
主
体
的
な
弁
論
の
活
性
化
に
焦
点
を

　
　
あ
わ
せ
て
と
ら
え
な
お
し
、
対
話
的
合
理
性
基
準
や
反
功
利
主
義
的
正
義
論
と
基
本
的
に
同
じ
問
題
関
心
か
ら
訴
訟
理
論
・
裁
判
実
務
の

　
　
視
座
転
換
を
め
ざ
す
潮
流
が
台
頭
し
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
潮
流
は
、
公
害
・
環
境
訴
訟
な
ど
の
現
代
型
訴
訟
に
お
け
る
活
発
な
法

　
　
廷
弁
論
の
展
開
が
正
義
・
権
利
な
ど
を
め
ぐ
る
実
践
的
議
論
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
の
裁
判
に
対
す
る
社
会
的
な
関
心
と
評
価
を
一
般
的

瓢
に
高
め
て
い
る
状
況
の
な
か
で
、
裁
判
宮
の
畿
の
権
力
的
．
強
制
的
性
警
鐘
さ
れ
が
ち
な
従
来
の
裁
判
霧
．
イ
メ
↓
の
修
正

2　
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五
一
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二

を
迫
る
少
な
か
ら
ぬ
イ
ン
パ
ク
ト
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
だ
が
、
法
的
実
践
の
な
か
に
ど
れ
だ
け
浸
透
す
る
か
、
そ
の
前
途
は
か
な
り
厳
し

い
の
が
実
情
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
訴
訟
手
続
内
部
で
の
当
事
老
の
主
体
的
参
加
の
強
化
を
め
ざ
す
潮
流
は
、
調
停
・

和
解
な
ど
の
当
事
者
間
の
合
意
に
よ
る
自
主
的
紛
争
解
決
と
、
裁
判
官
の
権
威
的
判
決
に
よ
る
公
権
的
裁
定
と
を
、
前
者
が
私
的
、
後
者

が
公
的
と
、
別
個
の
次
元
の
活
動
と
し
て
で
は
な
く
、
私
的
自
治
原
理
に
基
づ
く
一
連
の
相
互
作
用
的
活
動
の
展
開
と
し
て
漸
次
的
移
行

関
係
に
あ
る
も
の
と
と
ら
え
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
理
論
的
意
義
は
高
く
評
価
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

公
開
の
法
廷
で
の
弁
論
を
、
相
手
方
や
裁
判
官
だ
け
で
な
く
、
社
会
一
般
の
正
義
・
衡
平
感
覚
に
訴
え
て
、
自
己
の
主
張
の
法
的
正
当
性

に
つ
い
て
の
社
会
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
拡
大
・
強
化
を
も
め
ざ
す
も
の
と
み
る
な
ら
ば
、
法
的
議
論
と
道
徳
的
・
政
治
的
議
論
と
を
連
続

的
な
も
の
と
し
て
共
通
の
知
的
地
平
で
と
ら
え
る
視
座
の
形
成
に
寄
与
し
て
い
る
と
い
う
観
点
か
ら
も
注
目
に
値
す
る
。
そ
れ
故
、
理
論

的
な
難
点
も
あ
り
実
務
的
な
困
難
も
予
想
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
全
体
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
訴
訟
理
論
の
展
開
は
適
切
な
方
向
を
め
ざ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

し
て
お
り
、
一
層
強
く
推
進
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
だ
が
、
こ
の
よ
う
に
、
両
当
事
者
間
の
二
者
関
係
（
畠
巴
）
で
の
自
律
的
・
相
互
主
体
的
議
論
を
基
軸
に
訴
訟
の
手
続
過
程
全
体
を
と

ら
え
な
お
そ
う
と
す
る
場
合
で
も
、
裁
判
が
、
両
当
事
者
と
裁
判
官
と
の
三
者
関
係
（
鼠
巴
）
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
最
終
的
に
両
当
事

者
の
合
意
な
し
に
下
す
こ
と
が
で
き
強
制
的
に
実
現
で
き
る
華
東
力
あ
る
判
決
で
終
了
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
裁
判
官

の
役
割
や
判
決
の
性
質
を
ど
の
よ
う
に
整
合
的
に
説
明
す
る
か
と
い
う
、
哲
学
的
論
議
と
の
類
比
だ
け
で
は
と
ら
え
き
れ
な
い
法
独
特
の

問
題
を
避
け
て
通
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
裁
判
は
、
和
解
や
調
停
な
ど
、
当
事
者
間
の
合
意
に
よ
っ
て
裁
判
外
で
自
主
的
に
紛
争
が
解
決
で
き
な
か
っ
た
と
き
に
開
始
さ
れ
、
最

終
的
に
裁
判
官
の
下
す
判
決
に
よ
っ
て
終
了
す
る
。
だ
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
裁
判
に
お
い
て
は
、
も
は
や
合
意
の
形
成
と
い
う
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

全
く
問
題
に
な
ら
な
い
と
考
え
た
り
、
ま
た
、
ト
ゥ
ー
ル
ミ
ン
ら
の
よ
う
に
、
裁
判
の
当
事
者
主
義
的
手
続
を
、
当
事
者
双
方
が
同
意
で

き
る
解
決
を
め
ざ
す
コ
ン
セ
ン
サ
ス
手
続
と
対
照
的
な
手
続
様
式
と
と
ら
え
た
り
す
る
の
は
適
切
で
は
な
か
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
現
実



　
　
の
問
題
と
し
て
、
裁
判
が
開
始
さ
れ
た
後
で
も
、
判
決
ま
で
至
る
こ
と
な
く
、
裁
判
の
内
外
で
の
和
解
、
つ
ま
り
当
事
者
間
の
合
意
の
成

　
　
立
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
紛
争
は
き
わ
め
て
多
く
、
こ
の
よ
う
な
合
意
の
形
成
を
促
進
す
る
こ
と
も
裁
判
の
手
続
過
程
の
正
統
な
機
能
の

　
　
な
か
に
含
め
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
判
決
に
つ
い
て
も
、
理
論
的
に
は
、
法
廷
弁
論
の
な
か
で
当
事
者
の
一

　
　
方
の
主
張
が
適
切
な
理
由
を
伴
っ
て
い
る
こ
と
を
裁
判
官
が
承
認
し
両
者
の
間
に
合
意
が
形
成
さ
れ
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
そ
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

　
　
そ
も
対
話
的
合
理
性
基
準
の
い
う
理
性
的
な
合
意
は
必
ず
し
も
現
実
の
合
意
で
あ
る
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
さ
ら
に
、
裁
判
に
お
け
る
現
実
の
法
的
議
論
に
は
、
相
互
了
解
に
よ
る
合
意
形
成
や
行
動
調
整
を
め
ざ
す
理
性
的
議
論
に
は
程
遠
く
、

　
　
相
手
方
や
裁
判
官
だ
け
で
な
く
、
社
会
一
般
に
も
各
種
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
自
己
の
利
益
・
要
求
を
最
大
限
実
現
す
る
こ
と
に
力
点
が
お

　
　
か
れ
、
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
の
用
語
を
借
り
れ
ば
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
行
為
と
は
言
え
ず
戦
略
的
行
為
に
す
ぎ
な
い
も
の
も
少
な
く
な

　
　
い
。
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
事
実
を
承
認
す
る
こ
と
も
、
裁
判
で
の
法
的
議
論
に
対
話
的
合
理
性
基
準
が
妥
当
す
る
こ
と
を
否
定
す
る
こ
と

　
　
に
は
な
ら
ず
、
む
し
ろ
、
こ
の
よ
う
な
可
能
性
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
法
的
議
論
を
実
践
的
議
論
の
特
殊
事
例
と
位
置
づ
け
て
対
話
劇
合
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

　
　
性
基
準
に
よ
る
規
制
と
批
判
に
服
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
五
　
裁
判
手
続
を
基
本
的
に
こ
の
よ
う
な
知
的
地
平
で
と
ら
え
て
も
、
最
終
的
な
拘
束
力
あ
る
判
決
を
下
す
権
限
を
も
つ
裁
判
官
の
権

　
　
威
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
も
し
ば
し
ば
言
及
し
た
む
ず
か
し
い
問
題
が
依
然
と
し
て
残
る
。
法
に
お
け
る
権
威

　
　
の
一
般
的
な
性
質
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
（
三
九
一
四
〇
頁
参
照
）
、
裁
判
宮
の
権
威
も
、
何
が
法
的
に
正
し
い
か
を
決

　
　
定
す
る
白
紙
委
任
的
裁
量
権
限
で
は
な
く
、
実
定
法
に
よ
っ
て
そ
の
決
定
内
容
が
枠
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
は
勿
論
の
こ
と
、
手
続
的
正
義

　
　
の
要
請
に
も
拘
束
さ
れ
た
限
定
的
権
威
と
解
さ
れ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
裁
判
官
は
、
そ
の
訴
訟
指
揮
や
判
決
作
成
に
関
す
る

　
　
権
威
を
、
既
述
の
よ
う
な
手
続
的
合
理
性
と
手
続
的
公
正
の
促
進
・
確
保
の
た
め
に
、
公
平
か
つ
中
立
的
に
行
使
す
べ
き
で
あ
り
、
判
決

　
　
も
両
当
事
者
間
の
弁
論
に
基
づ
き
適
切
な
理
由
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
裁
判
官
は
こ
の
よ
う
な
権
威
の

鵬
行
使
に
あ
た
。
て
、
自
己
の
イ
。
シ
ァ
テ
ィ
ヴ
で
正
し
い
内
容
の
判
決
を
形
成
し
正
当
化
す
る
た
め
に
両
当
事
自
傷
力
集
め
る
．
Σ

2　
　
　
　
　
　
哲
学
と
法
律
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
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よ
り
も
、
両
当
事
者
の
実
質
的
対
等
化
を
は
か
り
で
き
る
だ
け
公
正
な
状
況
の
も
と
で
自
律
的
・
相
互
主
体
的
弁
論
を
活
性
化
し
、
三
者

間
の
相
互
作
用
的
協
同
活
動
を
通
じ
て
正
し
い
内
容
の
判
決
が
徐
々
に
確
定
さ
れ
て
ゆ
く
よ
う
に
、
種
々
の
後
見
的
配
慮
を
す
る
こ
と
を
、

そ
の
基
本
的
な
役
割
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
裁
判
官
は
、
プ
ラ
ト
ン
流
の
哲
人
王
を
め
ざ
す
必
要
は
な
く
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
的
な
産
婆
役
を

主
た
る
任
務
と
す
べ
き
で
あ
る
。

　
け
れ
ど
も
、
裁
判
官
の
権
威
が
以
上
の
よ
う
な
仕
方
で
理
想
通
り
に
行
使
さ
れ
、
法
廷
弁
論
も
活
性
化
さ
れ
、
実
定
法
と
裁
判
手
続
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

拘
束
の
も
と
で
対
話
的
合
理
性
基
準
の
諸
条
件
が
す
べ
て
充
た
さ
れ
た
と
し
て
も
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
強
調
す
る
よ
う
に
、
「
唯
一
の
正

し
い
」
、
判
決
に
到
達
す
る
こ
と
が
つ
ね
に
可
能
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。
勿
論
、
「
唯
一
の
正
し
い
」
判
決
の
意
味
を
具
体
的
に
ど
の

よ
う
に
規
定
す
る
か
と
い
う
意
味
論
的
問
題
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
彼
の
よ
う
に
、
「
ヘ
ラ
ク
レ
ス
」
と
い
う
、
基
本
的
に
プ
ラ
ト
ン
流
の

哲
人
王
や
功
利
主
義
的
な
理
想
的
観
察
者
モ
デ
ル
の
流
れ
を
汲
む
と
み
て
よ
い
裁
判
官
像
を
想
定
す
る
こ
と
は
、
裁
判
手
続
を
対
話
的
合

理
性
基
準
の
制
度
化
と
い
う
観
点
か
ら
と
ら
え
る
こ
と
と
は
両
立
し
が
た
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
判
決
に
よ
る
法
形
成
喫
政
策
形
成
が

問
題
と
な
る
よ
う
な
ハ
ー
ド
・
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
、
い
ず
れ
が
法
的
に
正
し
い
か
に
つ
い
て
優
劣
を
決
め
が
た
い
複
数
の
選
択
肢
が
残

り
、
そ
の
い
ず
れ
を
判
決
内
容
と
し
て
選
択
す
る
か
を
最
終
的
に
は
裁
判
嘗
の
裁
量
に
委
ね
ざ
る
を
え
な
い
揚
合
が
あ
り
う
る
こ
と
も
否

定
し
が
た
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
揚
合
、
裁
判
官
が
、
賢
慮
を
働
か
せ
て
個
励
的
状
況
を
的
確
に
把
握
し
、
以
上
の
諸
要
請
に
従
っ
て
適
正

に
裁
量
権
限
を
行
使
し
、
実
定
法
の
規
定
だ
け
で
な
く
社
会
の
正
義
・
衡
平
感
覚
と
も
適
切
に
関
連
づ
け
て
判
決
が
整
合
的
に
正
当
化
さ

れ
て
お
り
、
手
続
保
障
も
十
分
に
尽
さ
れ
て
い
る
限
り
、
擬
似
的
な
純
手
続
的
正
義
の
正
当
化
作
用
に
よ
り
、
そ
の
判
決
を
法
的
に
正
し

い
も
の
と
し
て
受
け
容
れ
そ
の
法
的
拘
東
浄
を
承
認
す
べ
き
だ
と
す
る
の
が
、
法
シ
ス
テ
ム
や
裁
判
手
続
の
社
会
的
存
在
理
由
に
基
づ
く

制
度
的
要
請
で
あ
ろ
う
。
裁
判
官
の
権
威
は
、
こ
の
よ
う
に
、
そ
の
専
門
的
な
知
識
と
経
験
に
基
づ
い
て
的
確
に
状
況
を
判
断
し
理
性
的

に
推
論
し
コ
、
ミ
ュ
ニ
ヶ
i
シ
ョ
ン
す
る
能
力
の
故
に
、
実
践
的
議
論
一
般
の
「
不
確
定
性
」
に
対
処
す
る
社
会
的
必
要
に
よ
っ
て
基
礎
づ

け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。



　
　
　
だ
が
、
判
決
の
最
終
的
決
定
と
し
て
の
法
的
拘
束
力
は
、
法
的
安
定
性
・
確
実
性
と
い
う
、
正
義
や
合
理
性
な
ど
と
対
立
す
る
こ
と
も

　
　
あ
る
価
値
の
た
め
に
、
手
続
保
障
が
不
十
分
で
適
切
に
正
当
化
さ
れ
て
い
な
い
判
決
に
も
、
さ
ら
に
誤
判
の
場
合
で
も
、
一
定
の
条
件
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

　
　
も
と
で
認
め
ら
れ
て
お
り
、
判
決
の
正
当
性
と
独
立
し
た
基
礎
を
も
も
っ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
判
決
の
法
的
拘
束
力
や
そ
の
よ
う
な
判
決

　
　
を
下
す
裁
判
官
の
権
威
を
実
践
的
議
論
一
般
の
合
理
性
・
正
当
性
基
準
と
の
関
連
だ
け
で
と
ら
え
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
。
勿
論
、
判

　
　
決
内
容
や
そ
の
形
成
過
程
の
正
当
性
・
合
理
性
に
疑
問
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
事
件
に
つ
い
て
上
訴
や
再
審
の
途
が
開
か
れ
て
お
り
、

　
　
他
の
同
一
類
型
の
事
件
に
つ
い
て
は
将
来
に
お
け
る
判
例
変
更
の
可
能
性
も
あ
り
、
そ
の
限
り
で
は
理
性
的
な
議
論
・
批
判
が
全
面
的
に

　
　
排
除
さ
れ
て
し
ま
う
わ
け
で
は
な
い
。
け
れ
ど
も
、
当
該
事
件
に
つ
い
て
は
、
そ
の
判
決
で
法
的
主
張
の
正
当
性
に
関
す
る
議
論
に
一
応

　
　
の
決
着
が
つ
け
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
現
実
の
問
題
と
し
て
、
敗
訴
者
か
ら
の
同
意
が
得
ら
れ
な
い
の
み
な
ら
ず
、
理
論
的
に
も
、
対
話
的

　
　
合
理
性
基
準
の
い
う
A
厚
恩
の
形
成
と
い
う
観
点
か
ら
説
明
し
切
れ
な
い
事
例
が
生
じ
う
る
こ
と
は
認
め
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し

　
　
て
、
こ
の
よ
う
な
事
例
に
つ
い
て
は
、
と
り
わ
け
敗
訴
者
に
は
裁
判
官
の
権
威
の
強
制
的
・
権
力
的
側
面
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
そ

　
　
の
全
体
的
状
況
は
ル
ー
マ
ソ
流
の
社
会
シ
ス
テ
ム
論
的
手
続
理
論
に
よ
る
ほ
う
が
現
実
的
に
説
明
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し

　
　
ろ
、
裁
判
官
が
そ
の
権
威
に
基
づ
い
て
下
す
判
決
に
最
終
的
な
法
的
拘
束
力
を
認
め
る
裁
判
手
続
は
、
裁
判
官
や
両
当
事
者
の
実
践
理
性

　
　
に
対
す
る
信
頼
と
期
待
に
基
づ
い
て
い
る
と
同
時
に
、
そ
の
実
践
理
性
の
限
界
に
必
要
と
あ
ら
ぽ
強
制
と
権
力
に
支
え
ら
れ
て
制
度
的
に

　
　
対
処
す
る
と
い
う
、
ア
ン
ピ
ヴ
ァ
レ
ン
ト
な
性
質
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は
否
定
し
が
た
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
人
間
に
よ
っ
て
作
ら
れ
動
か
さ
れ
る
法
シ
ス
テ
ム
や
裁
判
手
続
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
人
間
的
な
理
性
の
限
界
を
誇
張
し
た
り
そ

　
　
れ
に
絶
望
し
た
り
す
る
よ
り
も
、
人
間
が
時
に
は
貴
重
な
代
償
を
払
っ
て
試
行
錯
誤
を
積
み
重
ね
、
人
間
社
会
に
不
可
欠
な
権
力
や
強
綱

　
　
の
行
使
を
こ
こ
ま
で
理
性
的
に
枠
づ
け
構
造
化
し
て
き
た
叡
知
を
正
当
に
評
価
す
る
こ
と
の
ほ
う
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
法
シ
ス

　
　
テ
ム
や
裁
判
手
続
の
存
立
と
作
動
が
様
々
の
局
面
で
強
制
や
権
力
と
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
直
視
し
つ
つ
も
、
そ
れ
を
公
正
な
手
続
的

獅
条
件
の
も
と
で
の
誕
的
な
議
論
に
よ
。
て
．
ン
，
．
ル
す
る
野
性
を
で
き
る
だ
け
拡
げ
て
ゆ
≦
」
と
が
、
法
理
論
．
法
霧
に
最

2
　
　
　
　
　
　
暫
学
と
法
律
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
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五
六

9621

@
も
強
く
期
待
さ
れ
て
い
る
役
割
で
あ
る
。
法
理
論
・
法
実
務
が
こ
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
に
あ
た
っ
て
直
面
し
て
い
る
現
実
的
諸
問
題

　
　
は
、
実
践
理
性
の
復
権
の
可
能
性
と
限
界
を
さ
ぐ
る
恰
好
の
素
材
を
哲
学
的
考
察
に
も
提
供
し
て
い
る
と
思
わ
れ
、
哲
学
と
法
律
学
が
共

　
　
通
の
知
的
地
平
で
こ
れ
ら
の
現
代
的
課
題
に
取
り
組
む
必
要
性
は
今
後
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う
。
最
近
の
議
論
動
向
と
問
題

　
　
状
況
に
つ
い
て
の
以
上
の
よ
う
な
素
描
が
、
こ
の
よ
う
な
相
互
交
流
の
促
進
に
多
少
な
り
と
も
役
立
て
ば
幸
い
で
あ
る
。
　
（
了
）

（
1
）
　
手
続
保
障
の
“
第
三
の
波
”
と
呼
ば
れ
て
い
る
潮
流
で
あ
る
が
、
そ
の
基
本
的
な
主
張
内
容
に
つ
い
て
は
、
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
訴
訟
機
能
と

　
手
続
保
障
」
（
民
事
訴
訟
雑
誌
二
七
号
、
一
九
八
一
、
所
収
）
、
井
上
治
典
「
手
続
保
障
の
第
三
の
波
（
一
）
（
二
）
」
（
法
学
教
室
一
＝
、
一
三
号
、

　
一
九
八
二
、
所
収
）
参
照
。

（
2
）
　
2
洋
一
器
い
償
ゲ
ヨ
§
P
卜
恥
讐
織
ミ
黛
職
§
§
§
｝
『
免
魯
ぴ
鳶
き
ト
。
．
》
信
鼻
（
H
O
♂
）
な
ど
参
照
。

（
3
）
轡
菊
磐
グ
》
↓
ぎ
。
弱
毒
簿
二
二
鼻
讐
。
。
。
甲
。
。
ρ
・
。
O
『
ω
①
軸
●
詳
細
は
、
後
掲
参
考
文
献
（
5
）
参
照
。

（
4
）
　
も
っ
と
も
、
擬
似
的
な
純
手
続
的
正
義
の
正
当
化
作
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
結
果
を
、
正
し
い
と
み
る
か
、
不
正
で
は
な
い
と
み
る
か
、
正
・

　
不
正
が
問
題
に
な
ら
な
い
と
み
る
か
、
複
数
の
理
解
の
可
能
性
が
あ
り
、
ロ
ー
ル
ズ
自
身
の
説
明
に
も
不
整
合
が
み
ら
れ
る
。
判
決
の
法
的
拘
束
力

　
の
説
明
と
の
関
連
で
、
検
討
を
要
す
る
問
題
で
あ
ろ
う
。

（
5
）
　
手
続
的
正
義
の
要
請
内
容
に
関
す
る
比
較
的
ま
と
ま
っ
た
説
明
と
し
て
、
竃
母
四
丁
雪
○
。
一
匹
ぎ
σ
q
堕
ぎ
帖
N
象
。
特
ξ
ミ
ト
職
§
（
お
誤
y
O
F
①

　
1
上
原
行
雄
“
小
谷
野
勝
已
訳
『
法
の
哲
学
』
六
章
参
照
。

（
6
）
　
Ω
’
魯
殉
・
U
ま
p
g
O
嵩
無
鳶
職
ら
Q
（
お
。
。
O
）
博
O
罫
心
．

（
7
）
前
出
注
（
5
）
参
照
。

（
8
）
　
空
。
冨
a
≦
器
器
謎
霞
。
β
円
隷
ぎ
ミ
亀
ミ
b
ミ
紙
§
（
お
訟
）
”
前
出
注
二
（
4
）
、
前
出
注
一
（
2
）
な
ど
参
照
。

（
9
）
H
’
疑
≦
『
卜
目
譜
。
遷
ミ
§
砺
執
帖
§
．
、
浴
9
磐
O
。
藝
毎
。
響
く
訂
ヨ
ぎ
ζ
。
巨
6
冨
。
9
、
、
ぎ
臼
ぎ
き
触
§
ミ
駄
き
帖
§
愚
ξ
”
＜
。
r

　
ミ
（
お
。
。
O
ソ
℃
や
窪
望
詰
．
り
後
掲
参
考
文
献
（
5
）
参
照
。

（
1
0
）
　
9
劉
∪
毛
。
象
P
S
暮
田
舞
沁
蓉
参
稼
ミ
。
§
食
窃
℃
・
9
’
9
毎
さ
§
、
駄
、
ミ
§
黛
Q
（
ド
リ
。
。
q
）
「



（
1
1
）

（
1
2
）

（
1
3
）

（
1
4
）

（
1
5
）

O
轡
H
即
い
自
。
β
こ
ρ
O
滝
を
蔑
苛
♪
O
ゲ
ω
●
ド
画

前
出
注
一
（
2
）
参
照
。

Ω
●
閃
・
ζ
．
出
母
p
さ
ミ
N
↓
ミ
暮
馬
蕊
偽
（
お
。
。
ド
ソ
。
呂
●
O
ダ
Q
。
・

Ω
．
い
国
鎚
三
。
・
”
》
『
隷
。
壁
ミ
。
㍉
§
ミ
辞
讐
・
ミ
山
ω
曽
ド
。
。
。
。
1
8
●

裁
判
を
め
ぐ
る
以
上
の
よ
う
な
動
向
に
つ
い
て
は
、
田
中
成
明
『
裁
判
を
め
ぐ
る
法
と
政
治
』
（
一
九
七
九
）
、
同
「
裁
判
の
正
統
性
」

　
　
　
　
一
九
八
四
、
所
収
）
、
同
「
現
代
に
お
け
る
裁
判
の
機
能
の
拡
大
」
（
公
法
研
究
四
六
号
、
一
九
八
四
、
所
収
）
な
ど
参
照
。

Ω
．
ω
け
・
6
0
巳
ヨ
貯
”
園
●
国
爵
①
8
傷
》
●
冒
鉱
ぎ
》
蕊
男
臼
。
§
無
帖
§
＆
肉
§
旨
ミ
謡
堕
O
ダ
H
。
。
幽

後
掲
参
考
文
献
（
2
）
ご
六
一
四
七
頁
参
照
。

岩
倉
正
博
「
法
的
議
論
ー
ー
ハ
…
バ
マ
ス
に
お
け
る
議
論
と
合
理
性
」
（
長
尾
龍
一
n
田
中
成
明
編
『
現
代
法
哲
学
1
』
一
九
八
三
、

（『

u
座

　
民
事
訴
訟
1
』

（
1
6
）

（
1
7
）

（
1
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
収
）

　
一
三
七
－
山
ハ
六
頁
参
照
。

（
1
9
）
　
Ω
の
図
．
U
≦
o
誌
旦
『
寒
§
恥
肉
畜
嵩
浄
識
。
§
堂
。
聲
．
O
冨
・
費
目
。
。
w
、
、
客
。
家
σ
q
鐸
》
諺
≦
。
鴇
．
、
げ
即
自
．
G
o
●
寓
8
ぎ
畦
舞
伽
匂
●
図
p
。
N

　
（
①
幽
。
。
シ
い
額
黛
ミ
q
ミ
ミ
き
§
風
防
8
時
遷
（
H
O
ミ
）
■
な
お
、
こ
の
問
題
を
め
ぐ
る
論
争
に
つ
い
て
は
、
深
田
三
徳
『
法
実
証
主
義
論
争
』
（
一
九

　
八
三
）
四
、
五
章
参
照
。

（
2
0
）
　
O
浄
霊
夢
ζ
8
0
9
巨
。
F
．
、
い
①
σ
q
蚕
篭
雷
8
巳
ロ
α
q
繋
累
℃
話
。
菖
。
巴
切
＄
ω
呂
．
、
”
貯
暴
叙
遷
婁
勲
§
澤
恥
旨
掌
画
N
含
§
ξ
＜
目
（
6
c
。
卜
。
y

　
℃
7
b
Q
譲
I
G
。
①
●
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参
考
文
献

　
本
稿
は
、
京
都
大
学
文
学
部
哲
学
科
に
お
け
る
研
究
「
法
的
思
考
の
特
質
と
そ
の
基
本
概
念
」
（
呼
称
五
八
年
度
）
と
「
法
に
よ
る
正
義
の
実
現
に

関
す
る
諸
問
題
」
（
昭
和
六
〇
年
度
）
の
講
義
内
容
の
主
要
部
分
を
要
約
し
、
若
干
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
私
の
後
影
著
作
で
論
じ
た
事
柄
と
重
複

す
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
注
を
必
要
最
小
限
に
と
ど
め
た
の
で
、
詳
細
は
以
下
の
著
作
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
（
1
）
　
「
法
的
思
考
の
合
理
性
に
つ
い
て
（
一
）
一
（
八
・
虚
召
」
（
法
学
教
室
二
〇
i
二
八
号
、
一
九
八
ご
一
八
三
、
班
収
）

　
　
　
哲
学
と
法
律
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七



2198

　
　
哲
学
研
究
　
第
五
百
五
十
四
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八

（
2
）
　
「
法
的
空
間
一
強
制
と
合
意
の
狭
間
で
」
（
長
尾
龍
一
u
田
中
成
明
編
『
現
代
法
哲
学
1
』
東
京
大
晶
出
版
下
、
一
九
八
E
、
所
収
）

（
3
）
　
「
法
哲
学
・
法
律
学
・
法
実
務
一
法
的
議
論
と
裁
判
手
続
の
理
解
を
め
ぐ
っ
て
」
（
長
尾
姐
田
中
編
『
現
代
法
哲
学
3
』
　
一
九
八
三
、
所

　
　
収
）

（
4
）
　
『
現
代
法
理
論
』
（
有
斐
閣
、
一
九
八
四
）

（
5
）
　
「
公
正
と
し
て
の
正
義
と
手
続
的
正
義
ー
ジ
ョ
ソ
・
ロ
ー
ル
ズ
」
（
大
橋
智
之
輔
翻
田
中
成
明
賭
深
田
三
徳
編
『
現
代
の
法
思
想
』
有
斐

　
　
閣
、
一
九
八
五
、
所
収
）

（
6
）
　
「
手
続
的
正
義
に
関
す
る
一
考
察
」
（
法
の
理
論
6
、
　
一
九
八
五
、
所
収
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
筆
者
　
た
な
か
・
し
げ
あ
き
　
京
都
大
学
法
学
部
〔
法
理
学
〕
敦
授
）



PHILOSOPHY　AND　LAW
　　　　　One　Aspect　Of　The　Rehabilitation　Of　Praetical　Phi｝osophy

by　Shigeaki　Tanaka

Professor　of　Jurisprudence，

Faculty　of　Law，

Kyoto　University

　　The　purpose　of　this　paper　is　to　examine　how　and　why　philosophy

and　jurisprudence　come　to　grapple　with　the　comrnon　probiems　in　their

recent　develop皿e葺ts　of　the　study　in　practical　（1egal）　argum．entatiQn

and　the　normative　discussions　on　justice．　The　paper　consists　of　three

parts．　After　reviewing　briefly　how　philosophy　and　jurisprudence　come

to　re－evaluate　the　notion　of　practical　reasoR（phronesis，　prudentia）　in

part　1．　the　author　attempts　to　elucidate　how　the　criteria　of　dialogical

rationality　are　institutionslizd　in　the　legal　system　and　judicial　proce－

dure　and　to　inquire　into　the　internal　relations　between　dialogical

rationality　and　procedural　justice　in　parts　II　and　III．

　　Contents　of　parts　II　alld　III　are　as　fol正ows．

II：　The　dialogical　rationailty　and　the　lega1　argumentation

　　1）　The　legal　system　is　not　the　system　of　orders　backed　by　coerclve

　　　power，　but　the　system　of　the　good　reasons　and　f　air　procedure　for

　　　faeilitating　human　interactions．

　　2）　The　core　criterion　of　dialogical　rationality　is　the　reasonable

　　　consensus　formed　through　interactional　argumentations　under　the

　　　fair　procedure．

　3）　The　legal　argumentation　is　a　special　case　of　practical　argumen－

　　　tation　and　is　expected　to　cope　with　its　indeterminacy．

　4）　The　characteristic　framework　of　judicial　procedure　should　be　un1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3



　　　　derstood　as　the　legal　institutionalization　of　criteria　of　dialogical

　　　　rationality．

III：　Procedural　Justice，　Human　Rights　and　Judieial　Procedure

　　1）　According　to　the　dia｝ogical　rationality，　the　fulfilment　of　its　pro－

　　　　cedurai　conditions　does　not　always　guarantee　the　rightness　of　the

　　　　result，　their　primary　role　is　to　activate　interactional　argumenta－

　　　　tion三n　the　ideal　situation．

　　2）　Procedural　justice　contains　both　result－oriented　and　process－ori－

　　　　ented　values，　and　its　function　in　judicial　procedure　exemplifies　the

　　　　idea　of　psuedo－pure　procedural　justice　（John　Rawls）．

　　3）　The　postulates　of　procedural　justice　cons1st　of　three　aspects　一i）

　　　　procedural　rationality，　ii）　procedural　fairness，　and　iii）　neutrality

　　　and　impartiality　of　third　party．　Among　these，　procedura1　fairness

　　　corresponds　to　human　rights　which　postulate　to　treat　parties　as

　　　autonomous　persons．

　　4）　ln　the　triad　relatioRs　of　judiclal　procedure，　the　horizontal　rela－

　　　tion　between　parties　has　the　priority　over　the　vertical　relation　be－

　　　tween　judge　and　parties．

　5）　The　authority　of　judge　is　indispensab！e　to　judicial　procedure，　but

　　　it　should　be　based　upon　practical　reason　and　controlled　by　postu－

　　　Iates　of　procedural　justice．
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